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天
下

　
太
平

No．694
平成2３年（201１）

9月１日号 ◆

◆

◆

◆

主 な 内 容

 災
害
に
対
す
る

 日
ご
ろ
の
備
え
を
心
掛
け
よ
う

怯
地
震
が
起
き
た
ら

酸
突
然
大
き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
と

き
は
、
ま
ず
は
自
分
の
身
を
安
全
に

守
れ
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

酸
戸
を
開
け
て
、
出
入
り
口
の
確
保

を
し
ま
し
ょ
う
。

酸
棚
や
棚
に
乗
せ
て
あ
る
も
の
、
テ

レ
ビ
な
ど
が
落
ち
て
き
た
り
す
る
の

で
、
離
れ
て
揺
れ
が
収
ま
る
の
を
待

ち
ま
し
ょ
う
。

酸
あ
わ
て
て
戸
外
に
飛
び
出
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

酸
寝
室
に
は
、
倒
れ
そ
う
な
も
の
な

ど
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
、
頭
の
上

に
も
の
が
落
ち
て
こ
な
い
所
に
寝
ま

②
避
難
場
所
、
避
難
路
は
ど
こ
か

③
非
常
持
出
袋
は
ど
こ
に
置
い
て
あ

る
か
　
ま
た
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
や

血
液
型
な
ど
の
自
分
の
情
報
を
記
載

し
た
避
難
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
携
帯

す
る
の
も
効
果
的
で
す
。

怯
台
風
・
大
雨
に
も
注
意

　
台
風
以
外
に
も
、
近
年
は
都
市
型

水
害
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
り
、
ゲ

リ
ラ
豪
雨
の

よ
う
な
、
河

川
や
下
水
道

施
設
の
処
理

能
力
を
超
え

る
豪
雨
の
発

生
頻
度
が
高

ま
っ
て
お
り
、

特
に
都
市
部

で
は
、
浸
水

な
ど
の
被
害

が
多
発
す
る

し
ょ
う
。

酸
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
住
ん
で

い
る
場
合
は
、
日
ご
ろ
か
ら
非
常
口

の
確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

怯
地
震
が
起
き
る
前
に
で
き
る
こ
と

　
地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
時
間
帯
や
誰
が
在
宅

し
て
る
か
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス

を
想
定
し
、
話
し
合
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
話
し
合
い
で
は
、
想
定
し

た
ケ
ー
ス
ご
と
に
分
担
を
決
め
る
ほ

か
、
高
齢
者
や
乳
幼
児
な
ど
家
族
構

成
も
考
慮
し
次
の
よ
う
な
こ
と
も
相

談
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
家
の
中
で
ど
こ
が
一
番
安
全
か

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

ま
す
。
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
増
水
や

道
路
冠
水
は
、
わ
た
し
た
ち
の
予
想

を
超
え
る
速
さ
で
襲
っ
て
き
ま
す
が
、

事
前
の
予
測
は
可
能
で
す
。
普
段
か

ら
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
流
さ
れ
る
気

象
情
報
を
収
集
し
、
事
前
に
付
近
の

危
険
個
所
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
地
震
と
同
じ
よ
う
に
避
難

場
所
や
連
絡
方
法
、
非
常
持
出
品
な

ど
に
つ
い
て
家
族
全
員
で
話
し
合
い
、

一
人
ひ
と
り
が
十
分
な
対
策
を
考
え

て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
詳
し
く
は
総
務
省
消
防
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp://w
w
w
.fdm

a.g
o.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問 
防
災
課
防
災
班
（
緯
内
線
4
5

4
）。

　
 大
正
　
年
（
1
9
2
3
年
）
9
月
1
日
に
発
生
し
た
「
関
東

12

大
震
災
」
に
ち
な
み
、
制
定
さ
れ
た
「
防
災
の
日
」。

　
発
生
か
ら
5
カ
月
と
な
る
「
東
日
本
大
震
災
」
を
含
め
、
地

震
・
台
風
・
大
雨
に
よ
る
洪
水
な
ど
、
突
然
や
っ
て
来
る
災
害

に
対
し
、
わ
た
し
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
対
策
が
と
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

印西市民憲章と市のシンボル

三 つ の 審 議 会 が 総 合 計 画

基 本 構 想 （ 素 案 ） に 答 申

「地域福祉計画」地区座談会を開催します

第 1 6 回 市 民 文 化 祭

…２

…２

…３

…９

　
総
務
省
自
治
大
学
校
で
は
毎
年
、

開
発
途
上
国
の
中
核
を
担
う
行
政
官

を
招
き
、
各
国
で
必
要
と
さ
れ
て
い

る
知
識
や
技
術
の
研
修
を
独
立
行
政

法
人
国
際
協
力
機
構
（
J
I
C
A
）

の
協
力
の
も
と
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
去
る
7
月
6
日
に
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
や
タ
ン
ザ
ニ

ア
な
ど
の
行
政
官
　
人
が

11

市
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
午
前
中
、
㈱
竹

中
工
務
店
技
術
研
究
所
を

訪
問
し
、
建
設
実
験
施
設

な
ど
を
視
察
。
そ
の
後
、

市
役
所
で
、
市
長
を
表
敬

訪
問
し
、
市
政
概
要
な
ど

の
説
明
を
受
け
、
午
後
か

ら
は
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、

日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総

病
院
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
海
外
研
修
生
の
み
な
さ

ん
は
、
訪
れ
た
各
施
設
に
興
味
津
々
。

自
国
で
参
考
に
で
き
る
点
な
ど
を
熱

心
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

線
4
7
1
）。

 総
務
省
自
治
大
学
校
海
外
研
修
生
が

市
内
視
察
 

▲山﨑山洋市長と伊藤圭子副市長を囲む研修
生のみなさん

　
千
葉
県
で
は
、
県
内

に
お
い
て
環
境
の
美
化
、

ま
た
環
境
保
全
活
動
の

推
進
に
顕
著
な
功
績
が

あ
っ
た
個
人
や
団
体
に

対
し
、
そ
の
功
績
を
た

た
え
る
た
め
、
表
彰
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
鈴
木
康
雄
氏
は
、
平

成
9
年
4
月
か
ら
千
葉

県
自
然
保
護
指
導
員
と

し
て
、
環
境
保
全
に
尽

力
さ
れ
、
今
回
、
そ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
表
彰

さ
れ
た
も
の
で
す
。

鈴
木
康
雄
氏
（
山
田
）

 鈴
木
康
雄
氏
（
山
田
）
がが

千
葉
県
環
境
功
労
者
知
事
感
謝
状
を
受

 千
葉
県
環
境
功
労
者
知
事
感
謝
状
を
受
賞賞

原山小で
「健やか相撲大会」
　今年2月に原山小で行われた「健やか相撲
大会」の夏場所が、去る7月1日に同校で開
催されました。
　今回は原山小・内野小の男子だけでなく、
女子も参戦し、男の子顔負けの熱戦を展開。
中にはなかなか勝負がつかない好勝負も繰り
広げられ、ギャラリーをおおいに沸かせてく
れました。

▲一進一退、男子も女子も好勝負が続出

夏
場
所

▲森田健作千葉県知事（中央）と鈴木氏（右
から二人目）ほかの受賞者（千葉県提供）

 9
月
1
日
は
「
防
災
の
日
」

市内小・中学校でも避難訓練
　震災後、市内の各小・中学校ではそれ
ぞれ避難訓練が行われています。
　小倉台小学校では、震災後最初の避難
～保護者への児童引き渡し訓練を実施。
また、本埜第二小学校では、洪水を想定
した避難訓練が、初めて行われました。

▲訓練中、屋上へ避難する本埜第二小
児童のみなさん

日の防災

日月１９

▲東京電機大学
グラウンド脇の
道路に刻まれた
震災の爪跡
（今年３月撮影）
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市
で
は
、
昨
年
9
月
に
合
併
後
の

市
の
新
た
な
市
民
憲
章
を
制
定
す
る

と
と
も
に
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
（
市
の

花
・
市
の
木
・
市
の
鳥
・
市
の
魚
）

を
指
定
し
ま
し
た
。

　
市
民
憲
章
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
自
主
的
な
実
践
活
動

に
つ
な
が
る
市
民
道
徳
や
日
常
生
活

に
お
け
る
行
動
規
範
を
定
め
た
も
の

で
あ
り
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
（
花
・

木
・
鳥
・
魚
）
は
、
市
の
名
称
や
市

章
と
と
も
に
、
み
な
さ
ん
が
共
有
す

る
こ
と
に
よ
り
一
体
感
を
醸
成
す
る

も
の
で
す
。
市
で
は
、
こ
れ
ら
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も

に
、
市
内
の
公
共
施
設
、
集
会
所
に

掲
示
す
る
な
ど
し
て
、
市
民
の
み
な

さ
ん
へ
の
一
層
の
普
及
、
啓
発
を

図
っ
て
い
ま
す
。

印
西
市
民
憲
章

わ
た
く
し
た
ち
の
印
西
は
、

ゆ
う
ゆ
う
と
流
れ
る
利
根
川
、

水
鳥
飛
び
交
う
印
旛
沼
、
手
賀
沼
に

囲
ま
れ
、

緑
豊
か
な
田
園
と
新
旧
の
街
並
み
が

平成２３年（２０１１）９月１日号（２）

織
り
成
す

調
和
の
と
れ
た
美
し
い
ま
ち
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
先
人
の
築
い
た

歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、

輝
か
し
い
未
来
に
向
か
っ
て
、

一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
る
元
気
な

ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
こ
の
憲
章
を

定
め
ま
す
。

一
　
美
し
い
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持

　
ち
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
つ

　
く
り
ま
す
。

一
　
互
い
に
助
け
合
い
、
お
年
寄
り

　
や
子
ど
も
を
大
切
に
し
、
安
全
で

　
安
心
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
と
も
に
学
び
、
教
養
を
高
め
、

　
文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち
を
つ
く
り

　
ま
す
。

一
　
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健
康
で

　
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
働
く
こ
と
を
喜
び
と
し
、
進
ん

　
で
地
域
に
参
加
す
る
、
活
力
の
あ

　
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

（
平
成
　
年
9
月
　
日
制
定
）
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市
の
花
「
コ
ス
モ
ス
」

　
秋
に
色
鮮
や
か
な
花
を
咲
か
せ
る

コ
ス
モ
ス
に
は
「
調
和
」
と
い
う
意

味
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
と
人
、
地

域
と
地
域
と
の
調
和
や
新
市
と
し
て

の
一
体
感
を
願
う
印
西
市
に
と
っ
て

ふ
さ
わ
し
い
花
で
す
。

　市
の
木
「
サ
ク
ラ
」

　
市
内
に
は
、「
小
林
牧
場
の
桜
並

木
」
や
「
吉
高
の
大
桜
」
と
い
っ
た

桜
の
名
所
が
あ
り
、
多
く
の
市
民
に

親
し
ま
れ
て
い
る
木
で
す
。
今
後
、

こ
れ
ら
の
名
所
を
観
光
資
源
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
で
市
の
一
層
の
発
展

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

市
の
鳥
「
メ
ジ
ロ
」

　
姿
、
色
、
鳴
き
声
と
も
に
愛
ら
し

く
、
昔
か
ら
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い

る
鳥
で
す
。
ま
た
、
主
に
山
林
に
生

息
す
る
こ
と
か
ら
、
緑
豊
か
な
里
山

を
有
す
る
印
西
市
に
は
数
多
く
生
息

し
て
お
り
、
自
然
環
境
の
保
護
を
市

　
市
内
に
は
、
約
2
6
9
亊
の
耕
作

放
棄
地
化
し
た
農
地
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
市
の
農
地
面
積
、
4
街
9
6

3
亊
の
約
5
・
4
％
に
な
り
ま
す
。

　
市
は
、
市
遊
休
農
地
再
生
対
策
協

議
会
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
・
協
力

し
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
一
環
と
し

て
協
議
会
で
は
、
県
の
新
規
事
業
と

し
て
平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度
ま
で

23

25

の
3
年
間
実
施
さ
れ
る
、「
耕
作
放

棄
地
解
消
モ
デ
ル
事
業
」
に
取
り
組

む
組
織
や
団
体
か
ら
募
集
を
受
け
付

け
ま
す
。

　
な
お
、
事
業
の
概
要
な
ど
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

【
事
業
の
目
的
】

　
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
は
、
貸
し

手
と
の
調
整
や
引
き
受
け
手
の
確
保

が
必
要
で
あ
る
が
、
個
別
相
対
の
取

り
組
み
で
は
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
や
集
落
単
位
で
の
耕
作
放
棄
地

解
消
に
向
け
た
活
動
を
支
援
し
、
耕

作
放
棄
地
の
解
消
を
図
る
も
の
で
す
。

【
事
業
主
体
】

　
集
落
営
農
組
織
や
地
域
、
集
落
単

　
市
の
総
合
計
画
基
本
構
想
（
素

案
）
に
つ
い
て
、
8
月
4
日
に
印
西

市
総
合
計
画
審
議
会
（
田
窪
昭
夫
会

長
）
お
よ
び
印
旛
地
区
地
域
審
議
会

（
前
田
完
一
会
長
）、
本
埜
地
区
地
域

審
議
会
（
本
橋
孝
司
会
長
）
か
ら
答

申
が
あ
り
ま
し
た
。

　総務省統計局（千葉県）では、平成23年10月20
日現在で「社会生活基本調査」を実施します。
　この調査は、わたしたちが日々どのくらいの時間
を仕事や学業、家事に費やしているかや、過去1年
間の自由時間にどのような活動を行ったかについて
調査し、その結果は、仕事と生活の調和（ワーク・
ライフ・バランス）の推進、少子高齢化対策、男女
共同参画社会の形成などの基礎資料となります。
　10月上旬から中旬にかけて、調査員が調査世帯に
伺いますので、調査の趣旨をご理解いただき、調査
票へのご記入をお願いします。
■問 千葉県総合企画部統計課（緯043―223―2223）。

日本の未来の羅針日本の未来の羅針盤盤

　
基
本
構
想
は
、
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
行
政
運
営
を
図
る
た
め
の
市
の

長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し

て
定
め
る
も
の
で
、
平
成
　
年
度

32

（
2
0
2
0
年
度
）
を
目
標
年
度
と

し
て
、
社
会
情
勢
や
地
域
経
済
の
変

動
に
対
応
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り

の
理
想
像
で
あ
る
「
将
来
都
市
像
」

の
実
現
に
向
け
て
、
基
本
目
標
と
政

策
を
体
系
的
に
示
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
基
本
構
想
の
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
昨
年
7
月
か
ら
、
各
審
議
会

に
お
い
て
審
議
を
重
ね
、
さ
ら
に
、

市
民
説
明
会
や
市
民
意
見
公
募
な
ど

で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
も
参
考
に

内
容
が
検
討
さ
れ
、
今
回
の
答
申
に

至
っ
た
も
の
で
す
。

　
現
在
市
で
は
、
こ
の
答
申
を
受
け
、

策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

線
4
7
2
）。

 三
つ
の
審
議
会
が

総
合
計
画
基
本
構
想
（
素
案
）
に
答
申
 

位
で
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
取
り
組

む
団
体
。

※
事
業
申
請
を
行
う
場
合
は
、
組
織

や
団
体
の
規
約
や
名
簿
の
添
付
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

【
対
象
農
地
】

胸
耕
作
放
棄
地
全
体
調
査
で
耕
作
放

棄
地
と
し
て
区
分
さ
れ
た
農
地
が
対

象
で
す
。

【
補
助
率
】

胸
定
額
補
助
…
1
地
区
　
万
円
以
内
。

80

【
事
業
の
内
容
な
ど
】

①
耕
作
放
棄
地
の
調
査
（
必
須
）
…

耕
作
放
棄
地
の
位
置
、
所
有
者
、
発

生
原
因
、
周
辺
の
営
農
状
況
の
把
握

を
行
う
。

②
再
生
利
用
計
画
・
営
農
計
画
の
検

討
・
策
定
（
必
須
）
…
耕
作
放
棄
地

の
再
生
方
法
や
営
農
計
画
の
検
討
・

策
定
を
行
う
。

③
土
地
利
用
の
調
整
…
所
有
者
と
引

き
受
け
手
の
合
意
形
成
を
図
り
、
土

地
利
用
の
調
整
を
行
う
。

④
保
全
管
理
の
実
施
…
引
き
受
け
手

が
確
保
さ
れ
る
ま
で
に
行
う
保
全
管

理
作
業
を
行
う
。

⑤
成
果
・
課
題
の
取
り
ま
と
め
（
必

須
）
…
事
業
の
成
果
お
よ
び
課
題
の

取
り
ま
と
め
を
行
う
。

胸
募
集
期
間
…
9
月
1
日
牙
～
9

月
　
日
画
。

30

 応
募
し
ま
せ
ん
か

「
耕
作
放
棄
地
解
消
モ
デ
ル
事
業
」 

※
そ
の
ほ
か
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
農
政
課
振
興
班
（
緯
内
線
3
7

4
）。

民
憲
章
に
掲
げ
て
い
る
本
市
に
と
っ

て
ふ
さ
わ
し
い
鳥
で
す
。

　市
の
魚
「
ナ
マ
ズ
」

　
河
川
や
湖
沼
に
生
息
す
る
こ
と
か

ら
、
利
根
川
、
印
旛
沼
、
手
賀
沼
と

い
っ
た
地
域
を
代
表
す
る
河
川
と
湖

沼
を
有
す
る
印
西
市
で
は
大
変
な
じ

み
深
い
魚
で
す
。
ま
た
、
愛
嬌
（
あ

い
き
ょ
う
）
の
あ
る
容
姿
か
ら
市
民

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
平
成
　
年
9
月
　
日
指
定
）

22
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■問 
総
務
課
総
務
法
規
班
（
緯
内
線
4

3
6
・
4
3
7
）。

平成23年10月20日現在で

社会生活基本調査
を実施します

 「
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
る
元
気
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
」

左から、田窪総合計画審議会会長、山﨑市長、前田印左から、田窪総合計画審議会会長、山﨑市長、前田印旛旛
地区地域審議会会長、本橋本埜地区地域審議会会地区地域審議会会長、本橋本埜地区地域審議会会長長

 印
西
市
民
憲
章
と
市
の
シ
ン
ボ
ル
（
市
の
花
・
市
の
木
・
市
の
鳥
・
市
の
魚
） 

怯印西市で東京国体の「クレー射撃競技会」が開催

　昨年、大きな盛り上がりをみせた「ゆめ半島千葉国体」。
印西市で行われた山岳競技は、千葉県の連覇で幕を閉じま
した。
　その興奮さめやらぬ2年後の平成25年、今度は東京で国
体が開催されます。そのうちの正式競技の一つであるク
レー射撃が都外開催競技として印西市で開催されることが
決定しました。
■時 平成25年9月29日蚊～10月1日峨。
■場 成田射撃場（山
田）。
■問 スポーツ祭東京
2013実行委員会事
務局（東京都庁内・
緯03―5388―2463
内線38―329）。

スポーツ祭東京2013マスコットキャ
ラクターの「ゆりーと」です。
印西市のイベントにも遊びに行きます。
応援よろしくね！

ゆりーと
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市
で
は
、
平
成
　
年
度
に
策
定
し

18

た
地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て
今
年
が

最
終
年
度
に
当
た
る
た
め
、
平
成
　24

年
度
か
ら
の
新
た
な
計
画
を
現
在
策

定
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
策
定
の
た
め
、
み
な
さ
ん
か

ら
広
く
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
に
、

地
区
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
地
域
の
課
題
や
み
な
さ
ん
が
安
心

　
8
月
1
日
付
け
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
次
の
4
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
（
敬
称

略
）。

胸
木
下
・
小
林
地
区
…
松
下
吾
朗
（
上
町
第

1
の
一
部
担
当
）

胸
木
下
・
小
林
地
区
…
豊
田
八
雄
威
（
別
所
、

宗
甫
、
鳴
沢
担
当
）

胸
大
森
・
永
治
地
区
…
穴
澤
義
典
（
中
の
口
、

西
埜
原
担
当
）

胸
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
北
地
区
…
只
津
晴
子

（
木
刈
2
丁
目
の
一
部
担
当
）

　
民
生
委
員
･
児
童
委
員
は
地
域
社
会
の
福

祉
増
進
を
図
る
た
め
、
市
内
の
各
地
区
に
配

置
さ
れ
て
い
る
、
地
域
で
も
っ
と
も
身
近
な

相
談
・
支
援
者
で
す
。
お
気
軽
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
（
緯
内
線
2
5
6
）。

（３）平成２３年（２０１１）９月１日号

広報いんざい市長室
山 﨑 山 洋

区
域
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
家
の
便

所
が
く
み
取
り
の
場
合
、
公
示
の
日

か
ら
3
年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造

し
、
下
水
道
に
接
続
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
合
併
浄
化
槽
な
ど
を
使

用
し
て
い
る
場
合
は
早
急
に
排
水
設

備
を
設
置
し
、
下
水
道
に
接
続
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
下
水
道
が
使

え
る
区
域
内
に
お
住
ま
い
で
、
ま
だ

下
水
道
へ
の
接
続
が
お
済
み
で
な
い

人
は
、
早
期
接
続
に
ご
協
力
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

水
洗
便
所
改
造
貸
付
金

　
市
で
は
水
洗
化
を
促
進
す
る
た
め
、

く
み
取
り
便
所
や
単
独
浄
化
槽
の
水

洗
化
改
造
工
事
を
供
用
開
始
か
ら
3

年
以
内
に
行
う
場
合
、　
万
円
を
限

25

度
と
し
て
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

指
定
下
水
道
工
事
店

　
ト
イ
レ
の
水
洗
化
な
ど
の
工
事

（
宅
内
排
水
設
備
工
事
）
は
、
市
が
指

定
し
た
工
事
店
（
印
西
市
指
定
下
水

道
工
事
店
）
で
な
け
れ
ば
施
工
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
工
事
が
不
完
全
だ
と
、
に
お
い
が

家
の
中
に
こ
も
っ
た
り
、
排
水
管
が

詰
ま
っ
た
り
と
い
っ
た
問
題
が
起
こ

　「
下
水
道
の
日
」
は
、
昭
和
　
年
36

（
1
9
6
1
年
）、
著
し
く
遅
れ
て
い

る
下
水
道
の
全
国
的
な
普
及
（
当
時

の
普
及
率
は
わ
ず
か
約
6
％
）
を
図

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
全
国
下

水
道
促
進
デ
ー
」
と
し
て
始
ま
り
ま

し
た
。

　
ま
た
9
月
　
日
は
、
下
水
道
の
大

10

き
な
役
割
の
一
つ
で
あ
る
「
雨
水
の

排
除
」
を
念
頭
に
、
台
風
シ
ー
ズ
ン

で
あ
る
二
百
十
日
を
過
ぎ
た
二
百
二

十
日
が
適
当
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
日
を
定
め
ま
し
た
。

　下
水
道
へ
の
早
期
接
続
にご

協
力
を

　
下
水
道
は
、
市
が
工
事
を
行
っ
た

だ
け
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
み

な
さ
ん
に
使
用
し
て
い
た
だ
い
て
こ

そ
、
自
然
を
守
り
、
生
活
環
境
を
改

善
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
区
域
は
、
下
水
道
法
な
ど
に

基
づ
い
て
市
が
公
示
し
ま
す
。
こ
の

　
印
西
市
・
白
井
市
の
首
長
・
議
長

で
構
成
す
る
「
北
総
線
運
賃
問
題
対

策
協
議
会
」（
会
長
・
山
﨑
印
西
市

長
）
は
、
去
る
7
月
　
日
、
千
葉
県

28

庁
を
訪
れ
、
森
田
県
知
事
に
対
し
て

「薬物と病気について」
シリーズ・心の道標洩

■問 社会福祉課障害福祉班（緯内線268）

　芸能人や著名人が「覚せい剤」などを所持・使用

し、逮捕される事件が後を絶ちません。「覚せい剤」

は、いうまでもなく違法薬物であるため、使用・所

持をすると刑事司法手続きにより処罰されます。し

かし最近では、若い世代で「合法ドラッグ」が使用

されることが問題となっています。

　「合法ドラッグ」でも定量を超えて使用すると「乱

用」となり、それを続けていると薬物をやめたくて

もやめられない状態の（アルコールに特に多い）、コ

ントロールが不能な「依存」という状態になってし

まいます。「中毒」は、急性と慢性に分けられますが、

薬物中毒が治癒（ちゆ）しても、薬物依存は変わら

ないということを認識しなければなりません。

　薬物依存症者の特徴として、病という意識がなく、

病であることを否認するといわれています。薬物依

存は、「気合や根性」で何とかなるものではありませ

んし、依存を治す「薬」もありません。病気として

認識し、「治療」と施設（ダルク）や断酒会などで

のリハビリが重要です。

　市では、社会福祉課障害福祉班で保健師・精神保健福祉士
が相談に応じます。

胸「地域福祉計画」地区座談会の日程表胸

午後2時～4時午前10～正午

ふれあい文化館9月17日臥

小林コミュニティプラザ文化ホール9月18日蚊

サザンプラザフレンドリープラザ9月24日臥

本埜ファミリア館ふれあいセンターいんば9月25日蚊

日
時間

 「
地
域
福
祉
計
画
」地
区
座
談
会
を

開
催
し
ま
す
 

し
て
住
み
続
け
た
い
良
い
ま
ち
で
あ

る
た
め
に
個
人
・
家
庭
が
で
き
る
こ

と
、
地
域
が
で
き
る
こ
と
、
行
政
が

支
援
で
き
る
こ
と
な
ど
を
み
ん
な
で

一
緒
に
意
見
を
出
し
合
い
、
考
え
て

い
き
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
地
域
福
祉
に
関
心
の
あ
る
人
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
地
区
座
談
会
の
日
程
に
つ
い
て
は

上
左
表
の
と
お
り
。

■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
（
緯
内
線
2

5
4
・
2
5
5
）。

 民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
4
人
を
委
嘱

▲松下氏▲豊田氏▲穴澤氏▲只津氏

り
ま
す
。
排
水
設
備
の
接
続
・
補
修

は
必
ず
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

　
指
定
工
事
店
の
名
簿
は
下
水
道
課

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■問 
下
水
道
課
工
務
管
理
班
（
緯
内
線

7
8
6
・
7
8
7
）。

要
望
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
山
﨑
会
長
は
、
森
田
県
知
事
に
対

し
て
、「
県
が
主
導
し
て
、
県
お
よ

び
沿
線
自
治
体
が
北
総
線
の
運
賃
値

下
げ
に
向
け
た
諸
問
題
と
実
現
手
段

を
調
査
研
究
し
、
実
現
す
る
た
め
の

首
長
間
協
議
の
場
を
設
置
す
る
こ
と
。

ま
た
、
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
が
開

業
し
、
成
田
国
際
空
港
と
都
心
が
直

結
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
か
ん
が
み
、

北
総
線
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
沿
線

市
の
協
議
の
場
へ
の
参
加
」
に
つ
い

て
要
望
し
ま
し
た
。

　
本
協
議
会
で
は
、
今
後
と
も
北
総

線
の
運
賃
問
題
に
つ
い
て
、
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

■問 
企
画
政
策
課
交
通
政
策
室
（
緯
内

線
4
7
5
・
4
7
6
）。

 北
総
線
運
賃
問
題
対
策
協
議
会

森
田
千
葉
県
知
事
に
要
望
活
動
 

下
水
道

　
生
き
も
の
す
べ
て
の

　
　
い
の
ち
の
わ

9月10日は
「下水道の日」

　先日、東日本大震災被災
者を対象とした職員採用面
接試験のため、宮城県仙台
市に行きました。試験翌日
は、印西市出身で南三陸町
自然環境活用センター所長
の横浜康継さん（理学博士）
のお骨折りで、宮城県本吉

郡南三陸町を視察させていただきました。
　仙台市から北に約80ｋｍに位置する南三陸町に向か
う途中、海岸線を通りましたが、防風林だったと思われ
る松の大木が根こそぎ倒れていて、津波のおそろしさを
初めて目の当たりにしました。
　南三陸町は、昭和35年（1960年）5月24日に、チ
リで発生した地震による津波（チリ地震津波）の被害に
あい、それに基づく津波対策を施していました。しかし、
その対策をはるかに超える津波が、3月11日の地震に
よって発生し、8月上旬の段階で死者550人、行方不明
者437人、建物被害3,300棟でり災率62％の甚大な被害
を受けてしまいました。
　上の写真は、骨組みだけになってしまった南三陸町防
災対策庁舎です。報道などで、この建物が津波に襲われ
た時の状況はご存じかと思います。周辺にはまだがれき
が残り、ここに街があったのかと疑うほど荒涼とした状
態でした。そのような風景は、被災された方々の計り知
れない絶望感、喪失感や悲しみを感じさせますが、「拾っ
た命、町民のために全力を尽くす」と復興へ向かい陣頭
指揮を執る佐藤仁町長をはじめ、被災しながらも笑顔で
対応していただいた町職員のみなさんの姿は、再建への
強い意志と希望に満ち満ちていました。わたしも市民の
みなさんと共に、南三陸町の復興を応援します。
　9月1日は防災の日。市では本年度と来年度の2カ年
で、「印西市地域防災計画」の修正を行います。東日本大
震災の反省点を改善し、市民のみなさんからの意見公募
などを実施しつつ計画の修正作業を進めますので、より
良い計画を策定するためご協力をお願いします。



印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

■問 
介
護
福
祉
課
生
き
が
い
支
援
班

（
緯
内
線
2
7
2
）。

心
の
健
康
教
室
を
開
催

　
千
葉
県
に
よ
る
「
災
害
被
害
者
お

よ
び
支
援
者
へ
の
心
の
ケ
ア
推
進
事

業
」
の
一
環
と
し
て
、「
心
の
健
康
教

室
」
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
画
・
午
後
1
時
　
分
～

16

30

4
時
。

■場 
印
旛
合
同
庁
舎
（
佐
倉
市
）。

■内 
臼
講
演
会
…
震
災
な
ど
災
害
時
の

心
身
の
反
応
に
つ
い
て
（
そ
の
症
状

と
対
応
）。
噛
講
師
…
斎
賀
孝
久
氏

（
成
田
赤
十
字
病
院
精
神
神
経
科
）

渦
被
災
者
な
ど
3
月
　
日
の
震
災
で

11

不
安
定
に
な
っ
た
人
を
対
象
と
し
た

相
談
員
に
よ
る
個
別
相
談
（
完
全
予

約
制
・
1
ケ
ー
ス
　
分
3
例
ま
で
）。

30

■対 
佐
倉
市
、
四
街
道
市
、
八
街
市
、

富
里
市
、
成
田
市
、
酒
々
井
町
、
栄

町
、
印
西
市
に
在
住
の
東
日
本
大
震

災
の
被
災
者
、
一
般
住
民
・
各
市
町

村
関
係
職
員
。

■定 
臼
1
0
0
人
渦
3
人
。

■申 
電
話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保

健
福
祉
課
（
緯
0
4
3
―
4
8
3
―

1
1
3
6
）。

第
6
回
「
千
葉
県
福
祉
用
具
・
健
康

機
器
フ
ェ
ア
」

　
最
新
の
使
い
や
す
い
介
護
用
品
・

福
祉
用
具
、
自
助
具
を
多
数
紹
介
。

平成２３年（２０１１）９月１日号（４）

パート英

　
ド
ラ
マ
や
映
画
の
話
題
作
を
舞
台

化
。
渡
辺
徹
、
水
野
美
紀
ほ
か
出
演
。

■時 
　
月
9
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
開

10

30

演
（
開
場
1
時
～
）。

■費 
6
街
5
0
0
円
（
全
席
指
定
）。　

　
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可
。

※
小
・
中
学
生
割
引
、
シ
ル
バ
ー
割

引
（
　
歳
以
上
）、
障
害
者
割
引
は
料

65

金
よ
り
5
0
0
円
引
き
。

　
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
学
生
証
・

保
険
証
、
ま
た
は
障
害
者
手
帳
な
ど

に
よ
る
確
認
を
実
施
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
発
売
中
。

10/9
（日）

舞
台
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
」

10/12
（水）

　
堅
実
に
生
き
て
き
た
姉
と
、
自
由

奔
放
な
弟
と
の
再
会
と
別
れ
を
、
優

し
く
切
々
と
う
た
い
あ
げ
る
、
笑
い

と
涙
に
あ
ふ
れ
た
物
語
で
す
。

出
演
…
吉
永
小
百
合
、
笑
福
亭
鶴
瓶
、

蒼
井
優
ほ
か
。

監
督
…
山
田
洋
次
。

■時 
　
月
　
日
我
・
午
後
2
時
開
演

10

12

（
開
場
は
1
時
　
分
～
）。

30

■費 
無
料
（
全
席
自
由
）。
た
だ
し
整

理
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
9
月
　
日
我
・
午
前
9
時
か
ら
文

21

化
ホ
ー
ル
、
各
公
民
館
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
で
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。

　
ミ
リ
映
画
会
「
お
と
う
と
」

１６

10/29
（土）

　
青
山
テ
ル
マ
と
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の

童
子
―
Ｔ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
5
時
開
演

10

29

（
開
場
は
午
後
4
時
　
分
）。

30

■費 
4
街
5
0
0
円
（
全
席
指
定
・
発

売
初
日
の
み
1
人
4
枚
ま
で
）。
未

就
学
児
の
入
場
は
不
可
。
※
小
・
中

学
生
、
障
害
者
は
5
0
0
円
引
き
。

購
入
の
際
、
学
生
証
・
障
害
者
手
帳

な
ど
に
よ
る
確
認
を
実
施
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
9
月
4
日
蚊
・
午

前
9
時
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
窓
口
販
売

開
始
（
残
券
が
あ
る
場
合
は
9
月
6

日
峨
か
ら
電
話
受
付
開
始
）。
ま
た
、

午
前
　
時
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、

10

ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
、
イ
ー
プ
ラ
ス

で
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
開

始
（
詳
細
は
文
化
ホ
ー
ル
ま
で
）。

青
山
テ
ル
マ
＆
童
子
―
Ｔ

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ラ
イ
ブ
2
0
1
1

文化ホール
小林公民館

そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイド

■問 文化ホール
（緯碓４２ ８８１１）

※
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
売
り
切
れ
の

際
は
、
文
化
ホ
ー
ル
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
電
話
予
約
の
受
け
付
け
は
、
文
化

ホ
ー
ル
の
み
で
す
。

■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
（
緯
内
線
2

5
4
）。

印
西
市
デ
イ
ケ
ア
ク
ラ
ブ

　「
心
の
い
ず
み
」

■時 
下
表
の
と
お
り
。

■対 
心
の
病
気
で
悩
ん
で
い
る
人
と
そ

の
家
族
な
ど
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
）。

「
脳
の
健
康
教
室
学
習
者
」
を募

集

　
市
で
は
　
歳
以
上
の
人
を
対
象
に

65

介
護
予
防
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
仲
間
と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら

音
読
・
計
算
な
ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

脳
の
活
性
化
を
図
り
、
認
知
症
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

■内 
右
下
表
の
と
お
り
。

■定 
　
人
。

20
■費 
月
1
街
0
0
0
円
。

■申 
9
月
　
日
画
ま
で
に
左
記
ま
で

30

（
先
着
順
）。

　
抽
選
で
来
場
者
に
便
利
グ
ッ
ズ
や

ラ
ン
チ
券
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

■時 
9
月
9
日
画
・
午
前
　
時
～
午
後

10

5
時
、　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

10

10

4
時
。

■場 
け
や
き
プ
ラ
ザ
（
我
孫
子
市
）。

■費 
無
料
。

怯
無
料
セ
ミ
ナ
ー
「
福
祉
用
具
と

使
い
方
体
験
」
も
同
時
開
催

■時 
9
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～

10

30

午
後
3
時
。

■定 
　
人
（
申
込
順
）。

30
■問 
千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

「
千
葉
県
福
祉
用
具
・
健
康
機
器

フ
ェ
ア
」
実
行
委
員
会
（
緯
0
4
―

7
1
6
5
―
2
8
8
6
・
胃
0
4
―

7
1
6
5
―
2
8
8
2
）。

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
た
め
の

「
手
話
学
習
会
」「
手
話
サ
ロ
ン
」「
談
話
会
」

【
手
話
学
習
会
】

■時 
臼
9
月
3
日
臥
渦
　
日
峨
・
い
ず

20

れ
も
午
後
1
時
　
分
～
4
時
。

30

■場 
臼
佐
倉
市
中
央
公
民
館
渦
四
街
道

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

■費 
初
参
加
時
の
み
テ
キ
ス
ト
代
1
街

0
0
0
円
。

【
手
話
サ
ロ
ン
】

■時 
9
月
　
日
画
・
午
後
1
時
　
分
～

16

30

4
時
。

■場 
酒
々
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
。

■費 
無
料
。

【
談
話
会
】

■時 
9
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
～

25

30

4
時
。

■場 
八
街
市
中
央
公
民
館
。

■費 
無
料
。

※
い
ず
れ
も
話
し
手
の
言
葉
を
要
約

し
て
書
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
要
約
筆
記
通
訳
あ
り
。

※
申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
不
要
。

■問 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
千
葉
県
中
途
失
聴
者
・
難

聴
者
協
会
　
印
旛
香
取
事
務
所
・
板

倉
（
■携 
0
9
0
―
5
3
0
2
―
0
3

8
5
・
胃
0
4
3
―
4
6
1
―
6
5

3
3
）。

液
状
化
等
被
災
住
宅
再
建
支
援
制
度

　
平
成
　
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

23

震
に
よ
り
被
災
し
た
世
帯
の
う
ち
、

国
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
が

適
用
さ
れ
な
い
世
帯
に
対
し
て
独
自

（
県
と
市
の
連
携
）
支
援
策
を
実
施
。

胸
対
象
世
帯
・
工
事
例
…
左
表
参
照
。

胸
支
給
金
額
…
対
象
工
事
に
要
し
た

金
額
に
対
し
て
支
給
。

※
支
援
金
上
限
額
（
複
数
世
帯
1
0

0
万
円
）
ま
た
、
支
援
金
上
限
度
額

を
超
え
た
場
合
、
加
算
金
を
支
給
。

※
加
算
金
上
限
額
…
左
表
参
照
。

胸
申
請
期
間
…
平
成
　
年
3
月
　
日

24

15

ま
で
。 福

祉

胸「脳の健康教室」日程胸
内容会場期日

学習者説明会
（午前中の2時間程度）

本埜
ファミリア館
（滝野）

１０月
２５日峨

学習日
（午前中の1時間程度）

１１月～
平成２４年
３月

毎週火曜日

胸液状化等被災住宅再建支援制度胸
加算金上限額支援金上限額支援金の対象世帯

＜複数世帯＞
３０万円＜複数世帯＞

①液状化などの住宅地盤被害により
「半壊に至らない（一部損壊）」被害を
受けた住宅を解体した世帯

＜複数世帯＞＜複数世帯＞

②液状化などの住宅地盤被害により
「半壊」または「半壊に至らない（一部損
壊）」被害を受けた住宅の地盤を復旧
（住宅の基礎の修復を含む）した世帯

１０万円２５万円③「半壊」被害を受けた住宅を補修し
た世帯

産①～③の支援金を重複して受けることはできません。また、支援金の交付
　は１回限りです。
産「半壊」や「半壊に至らない(一部損壊)」は、市が発行する「り災証明書」
　に記載されています。
産同一の住宅内で世帯分離している場合は、同一世帯として取り扱います。
産地盤被害により住宅が「半壊」の被害を受けた世帯が、地盤の復旧等をせ
　ず、住宅の補修のみを行った場合は、③に該当します。
産単独世帯（世帯員が一人）の場合、支援金額は複数世帯（世帯員が二人以
　上）の４分の３となります。

【具体的な工事の例】
葛住宅の解体とは、住宅の全てを解体することをいいます。柱や基礎など、
　住宅の一部を残して住宅を建設する場合は含みません
葛住宅の地盤復旧とは、住宅の地盤に杭打ちや薬液の注入、盛り土などを行
　うことをいいます。住宅の地盤でない、庭や車庫の地盤などのみを復旧す
　る場合は含みません
葛基礎の修復とは、住宅の土台のかさ上げや増し基礎、基礎の新設などを行
　うことをいいいます
葛住宅の補修とは、屋根や壁、床や柱、基礎や建具、そのほか住宅に付帯す
　る設備などを修理することをいいます。外塀や門扉等は含みません。

【申請に必要な書類】
噛申請書
噛り災証明書
噛住民票（世帯全員）
噛契約書などの写し（契約書がない場合は、ご相談ください）
噛そのほか（市が必要と認める書類の添付を求める場合があります）

胸心のいずみ日程表胸
持ち物内容会場日時

軽装/上履き
（スリッパ不可）

印西
ウォーキング
（万葉公園コース）

総合福祉
センター
（竹袋）

9月８日牙・
午前１０時～

正午

軽装/上履き
（スリッパ不可）

ソフトヨガ
に挑戦

松山下公園
総合体育館
（浦部）

9月15日牙・
午前１０時～

正午

エプロン・
ふ き ん、実 費
500円程度

カレー作り
保健福祉
センター
（高花）

9月26日俄・
午前１０時～

午後1時
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

会
あ
り
。

■時 
9
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

10

■場 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竹
袋
）。

◆
講
師
…
三
浦
俊
男
氏
（
千
葉
県
成

年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
会
員
・
さ
く

ら
広
域
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
専
門

員
）。

■対 
「
親
な
き
後
」
心
配
な
障
害
者
が

居
る
ご
家
族
・
将
来
判
断
能
力
の
衰

え
に
不
安
が
あ
る
人
、
後
見
制
度
を

詳
し
く
知
り
た
い
人
。

■費 
無
料
。

■問 
千
葉
県
成
年
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー
・
三
浦
（
緯
碓36 
7
0
6
8
）。

暮
ら
し
の
困
り
ご
と
無
料
相
談
会

　
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し

て
、
行
政
書
士
が
親
切
に
お
答
え
し

な
若
者
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
活
動

を
行
い
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
我
・
午
後
1
時
　
分
～

21

30

3
時
　
分
。

30

■場 
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
。

■内 
対
人
関
係
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル

の
改
善
・
学
習
。

■申 
初
回
参
加
者
は
、
事
前
面
接
を
行

い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
。

成
年
後
見
制
度
の
説
明
・
相
談
会

「
親
な
き
後
」「
判
断
能
力
の
衰
え
」

に
そ
な
え
て

　
成
年
後
見
制
度
、
日
常
生
活
自
立

支
援
事
業
サ
ー
ビ
ス
、
成
年
後
見
制

度
な
ど
の
活
用
事
例
を
説
明
。
相
談

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
が
再
開
さ
れ
ま
す

　
全
国
的
な
ワ
ク
チ
ン
不
足
に
よ
り

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
ま
し
た
が
、

7
月
　
日
か
ら
左
記
対
象
の
す
べ
て

20

の
人
が
接
種
再
開
に
な
り
ま
し
た
。

　
接
種
を
受
け
る
に
は
、
直
接
委
託

医
療
機
関
へ
の
予
約
が
必
要
で
す
。

※
各
医
療
機
関
で
は
、
予
約
が
入
り

次
第
ワ
ク
チ
ン
を
発
注
し
ま
す
。
接

種
ま
で
1
週
間
程
度
か
か
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
受
け
方
】

■対 
中
学
1
年
～
高
校
2
年
生
相
当
の

年
齢
の
女
子
。

胸
接
種
期
限
…
平
成
　
年
3
月
　
日
。

24

31

胸
接
種
回
数
…
3
回
（
接
種
完
了
ま

で
6
カ
月
を
要
し
ま
す
）。

■費 
無
料
。

胸
予
診
票
…
市
内
で
接
種
す
る
場
合

は
、
各
委
託
医
療
機
関
に
置
い
て
あ

ま
す
。
ど
ん
な
事
で
も
お
気
軽
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

■時 
9
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
～
4
時
。

17

■場 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竹
袋
）。

■内 
相
続
手
続
き
と
遺
言
書
の
作
成
、

怯
カ
ヌ
ー
教
室
参
加
募
集

　
初
心
者
を
対
象
に
カ
ヌ
ー
を
体
験

し
て
印
旛
沼
の
自
然
を
体
験
。

■時 
9
月
　
日
臥
、　
日
蚊
・
午
前
　

10

11

10

時
～
午
後
3
時
（
小
雨
決
行
）。

■場 
印
旛
沼
捷
水
路
釣
り
堀
隣
（
瀬

戸
）。

■対 
2
日
間
と
も
出
席
可
能
な
中
学
生

以
上
。
■定 
　
人
。

10

■費 
2
街
0
0
0
円
（
保
険
料
、
パ
ー

テ
ィ
ー
な
ど
）。

■申 
6
日
峨
ま
で
に
電
話
か
メ
ー
ル
で

左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
植
木
（
■携 
0
9
0
―
6
1
2
5
―

8
9
9
2
■メール isjcan

o
e
@
g
m
ail

.co
m

）。　

怯
学
校
公
開
を
開
催

　
印
旛
特
別
支
援
学
校
の
施
設
見
学
、

授
業
参
観
な
ど
行
い
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
峨
・
午
前
9
時
　
分
～

20

50

正
午
。

■場 
印
旛
特
別
支
援
学
校
（
平
賀
）。

■申 
9
月
　
日
峨
ま
で
に
左
記
へ
。

13

■問 
印
旛
特
別
支
援
学
校
・
田
中
、
鈴

木
・（
緯
碓98 
2
2
0
0
）。

怯
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
「
い

ち
ご
ハ
ウ
ス
」
第
三
期
生
会
員
募
集

　
来
年
夏
の
公
演
決
定
！
一
緒
に
舞

台
作
り
を
楽
し
も
う
。

■時 
毎
週
日
曜
日
・
午
後
1
時
～
午
後

5
時
。

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■対 
年
齢
、
性
別
、
経
験
不
問
。

■費 
月
5
街
0
0
0
円
（
家
族
割
引
あ

り
）。

■問 
「
い
ち
ご
ハ
ウ
ス
」・
石
川
（
■携 

0
9
0
―
4
4
3
6
―
3
9
1
2
）。

怯
ラ
ク
テ
ィ
ナ
ク
ラ
ブ
・
育
児
支
援
講
座

　
久
山
登
氏（
小
児
科
医
）か
ら
、
上

手
な
小
児
科
の
か
か
り
か
た
を
学
ぶ
。

■時 
9
月
　
日
我
・
午
前
　
時
　
分
～

21

10

30

正
午
。

（５）平成２３年（２０１１）９月１日号

■場 
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
イ
オ
ン
モ
ー
ル

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
店
3
階
・
中
央

北
）。

■対 
妊
婦
・
育
児
中
の
マ
マ
と
そ
の
家

族
。

■問 
安
藤
（
緯
碓47 
0
5
1
6
）。

怯
青
空
保
育
「
ベ
ビ
ー
ク
ラ
ス
」
募
集

■時 
初
回
…
9
月
　
日
～
平
成
　
年
3

28

24

月
の
水
曜
日
・
い
ず
れ
も
午
前
　
時
10

～
正
午
（
全
　
回
）。

11

■場 
永
治
プ
ラ
ザ
。

■内 
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
絵
本
な
ど
。

■対 
0
歳
児
と
そ
の
親
。

■定 
　
組
程
度
。

10
■費 
1
5
街
0
0
0
円
。（
各
回
講
習

費
、
茶
菓
代
な
ど
含
む
）。

■申 
9
月
　
日
峨
ま
で
に
、
母
子
の
名

20

前
・
子
の
生
年
月
日
・
住
所
・
電
話

番
号
を
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ
。

■問 
関
口
（
緯
／
胃
碓47 
0
0
4
9
）。

怯
手
賀
の
丘
公
園
少
年
自
然
の

家
で
楽
し
も
う

噛
手
賀
を
歩
こ
う

■時 
　
月
2
日
蚊
・
午
前
9
時
～
正
午
。

10
■場 
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
（
柏

市
）。

■対 
親
子
ま
た
は
成
人
。

■定 
　
人
。

20
■費 
一
人
1
0
0
円
（
保
険
料
）。

■他 
運
動
で
き
る
服
装
、
帽
子
、
タ
オ

ル
、
筆
記
用
具
。

■申 
9
月
2
日
画
・
午
前
9
時
か
ら
電

話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
。
石
井

（
緯
0
4
―
7
1
9
1
―
1
9
2

3
）。

噛
み
ん
な
お
い
で
よ
！
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
③

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
　
分
～

10

16

10

30

午
後
　
時
　
分
。

11

30

■場 
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
。

■対 
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

■定 
　
人
。

50
■申 
9
月
　
日
画
・
午
前
9
時
か
ら
電

16

話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
・
須
藤
。

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
英

相
談

り
ま
す
。
な
お
、
市
外
の
医
療
機
関

で
接
種
す
る
場
合
は
、
左
記
ま
で
。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 
5
5

9
5
）。

 口
 
こ
う

 腔
 疾
患
健
診

く
う

　
市
で
は
6
月
か
ら
口
腔
疾
患
健
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■時 
　
月
　
日
臥
ま
で
。

12

31

■対 
平
成
　
年
3
月
　
日
時
点
の
満
年

24

31

齢
が
　
・
　
・
　
・
　
歳
の
人
。

40

50

60

70

※
総
入
れ
歯
の
人
は
受
診
不
可
。

■内 
歯
科
健
診
お
よ
び
歯
の
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
。

■費 
1
街
0
0
0
円
。

■申 
左
記
ま
で
事
前
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
受
診
券
の
説
明
に
従
っ
て

委
託
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

※
歯
科
医
院
は
予
約
制
で
す
。
受
診

券
が
届
き
次
第
、
早
め
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
。

胸老人福祉センターなど一覧胸
そのほか囲碁・将棋カラオケお風呂住所・電話番号施設名

葛手工芸タイム（毎週木曜）葛
健康相談（第３金曜）葛いきタ
イム（第１・３・５水曜）葛ふ
れあいデー（年齢制限なし。お
風呂は3歳以上で、小学校3年
生以下は保護者の同伴が必要。
毎週土・日曜）

○○

○
我～蚊
午前11時
～

午後4時

竹袋614-9
緯碓42 0144

中央老人福祉センター
（総合福祉センター内）

葛ゆうゆうタイム（毎月第２・
４水曜）

○
毎週水曜日××高花2-1-5

緯碓47 2112
高花老人福祉センター
（保健福祉センター内）

集会室、教養娯楽室（和室40
畳）あり○○×原3-4

緯碓45 3800
そうふけ老人福祉センター
（ふれあい文化館内）

改修工事中中央南1-2
緯碓46 5111

中央駅前老人憩いの家
（中央駅前センター内）

個室ではない
和室スペースあり○××滝野3-4

緯碓80 8181
滝野シルバールーム
（本埜ファミリア館内）

※団体で利用する場合は団体登録が必要です。利用する施設へお問い合わせください。

街
か
ど
心
の
相
談

　
不
登
校
や
中
退
な
ど
で
学
校
に
行

け
な
い
悩
み
や
、
そ
の
ほ
か
精
神
的

な
悩
み
な
ど
、
精
神
保
健
福
祉
士
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
厳
守
し
ま

す
。

■時 
9
月
　
日
我
・
午
前
　
時
～
正
午
。

21

10

■場 
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
。

■申 
電
話
ま
た
は
直
接
左
記
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
）。

街
か
ど
心
の
相
談
番
外
編

　
一
歩
ふ
み
だ
す
「
若
者
塾
」

　
　
歳
～
　
歳
の
ひ
き
こ
も
り
が
ち

15

35
　市では、米寿到達者に祝い品を、古希、傘寿到達者には「印西市高齢者福祉
のしおり」をご自宅に郵送します。また、満百歳を迎える人には、多年にわ
たり社会の発展に寄与をしていただいたことに感謝し、「祝い金3万円」を
市長がご本人に手渡しします（日程未定）。
■問 介護福祉課生きがい支援班（緯内線272）。
怯老人福祉センターのご案内
　高齢者の教養の向上、レクリエーション活動の推進や健康相談などを目的とした施設が、市内に
は5カ所あります（下表）。個人や複数、団体でも利用可。詳しくは各施設まで。
《利用方法》　
■時 午前9時～午後5時（月曜日、祝日および年末年始休館。月曜日が祝日の場合火曜日も休館）。
■対 市内在住の60歳以上の人（57歳以上の同伴者を含む）。
■内 運転免許証、保険証などを提示し、利用証の交付を受けてください。
■費 臼市内…無料②市外…1日500円（中央駅前老人憩いの家、滝野シルバールームを除く）。
※高花老人福祉センターは、日曜日、祝日および年末年始休館。

9月15日～21日は「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「老人週間」

健
康

成
年
後
見
制
度
、
各
種
契
約
書
と
内

容
証
明
郵
便
の
作
成
、
交
通
事
故
の

処
理
お
よ
び
外
国
人
の
在
留
手
続
き
。

■問 
行
政
書
士
印
西
地
区
会
・
柏
木（
緯

碓47 
0
8
5
7
）。

北総交通㈱が滝野地区循環路線の運行開始
　北総交通株式会社では、市民ニーズに対応したバ
ス路線の実現を図るため、現行の路線（ＪＲ小林駅
～滝野～印西牧の原駅～印旛明誠高校）の支線とし
て、滝野地区の循環運行を開始します。
【運行の概要】
胸運行開始日…9月1日牙。
胸運行日…月曜日から金曜日（ただし、祝日、お盆、
年末年始を除く）。
胸運行時間…午前6時台～8時台6本、午後6時台
～10時台6本。
胸運行ルート…印西牧の原駅―滝野公園―滝野6丁
目―滝野2丁目西―滝野中央―滝野1丁目南―滝野
3丁目―滝野小学校前―滝野中学校―滝野公園―印
西牧の原駅。
胸料金…大人160円、高校生・中学生100円、子ど
も80円。
■問 北総交通㈱（緯碓42 2547）。
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

な
ど
を
分
か
り
や
す
い
内
容
で
行
い
、

身
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
心
身
の

バ
ラ
ン
ス
を
整
え
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
画
～
　
月
　
日
画
の
毎

16

11

25

週
金
曜
日
（
9
月
　
日
華
は
除
く
）・

23

い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
　
時
（
全
　

10

11

10

回
）。

■場 
①
②
と
も
松
山
下
公
園
総
合
体
育

館
（
浦
部
）。

■定 
①
②
と
も
　
人
。

30

■申 
①
②
と
も
、
9
月
　
日
蚊
ま
で
に

11

　
回
コ
ー
ス
分
3
街
0
0
0
円
を
添

10え
て
左
記
ま
で
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
松
山

下
公
園
総
合
体
育
館
内
・
緯
碓42 
8
4

1
7
）。

市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

怯
第
　
回
団
体
戦

18

■時 
9
月
　
日
蚊
1
～
3
部
、　
日
俄

18

19

4
部
・
い
ず
れ
も
午
前
8
時
　
分
～

30

（
受
け
付
け
は
8
時
～
）。

■場 
松
山
下
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
牧

の
原
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
。

■対 
市
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
加
盟
団
体
お

よ
び
市
内
で
活
動
す
る
団
体
。

■定 
先
着
　
チ
ー
ム
。

32

■費 
連
盟
加
盟
団
体
1
チ
ー
ム
5
街
0

0
0
円
（
加
盟
団
体
内
に
未
加
盟
者

が
い
る
場
合
は
1
人
5
0
0
円
を
加

算
）。
未
加
盟
団
体
1
チ
ー
ム
3

0
街
0
0
0
円
。

■他 
9
月
　
日
蚊
に
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ

11

ラ
ザ
（
木
刈
）
で
、
ド
ロ
ー
会
議
を

開
催
し
ま
す
。
代
表
者
は
必
ず
出
席
。

■申 
9
月
　
日
臥
ま
で
に
、
申
込
書

10

（
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
で
配

布
）
に
参
加
費
を
添
え
て
現
金
書
留

で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

怯
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
（
一
般
・
シ

ニ
ア
）

■時 
　
月
　
日
蚊
、　
日
蚊
・
い
ず
れ

10

16

23

も
午
前
9
時
～
（
受
け
付
け
は
8
時

　
分
～
）。

30■場 
松
山
下
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
牧

の
原
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
。

■対 
市
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
加
盟
者
。
未

加
盟
者
は
連
盟
に
加
盟
し
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
シ
ニ
ア
の
部
は
ペ

ア
の
合
計
年
齢
が
1
1
0
歳
以
上
。

■定 
1
0
0
組
。

■費 
1
ペ
ア
2
街
0
0
0
円
（
未
加
盟

者
は
加
盟
費
一
人
5
0
0
円
を
加

算
）。

■申 
9
月
　
日
牙
ま
で
に
、
申
込
書

15

（
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
で
配

布
）
に
参
加
費
を
添
え
て
現
金
書
留

で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
印
西
市
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
・
齊
藤

（
〒
2
7
0
―
1
3
2
6
印
西
市
木

下
1
3
4
1
―
1
・
■ＨＰ h

ttp
://sp

o
rts.g

e
o
citie

s.jp
/in
zaitc

/

）。
印
西
オ
ー
プ
ン
水
泳
大
会
2
0
1
1

（
第
　
回
印
西
市
民
水
泳
大
会
）

15
■時 
　
月
6
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

11

30

（
開
場
は
8
時
　
分
～
）。

30

■場 
温
水
セ
ン
タ
ー
（
大
塚
）。

■対 
小
学
生
以
上
で
　
ｍ
泳
げ
る
健
康

25

な
人
。
■定 
4
0
0
人
。

■費 
1
種
目
に
つ
き
小
・
中
学
生
4
0

0
円
、
一
般
8
0
0
円
、
リ
レ
ー
4

0
0
円
。

■申 
9
月
　
日
画
ま
で
に
左
記
へ
（
先

30

着
順
）。

※
申
込
用
紙
・
大
会
要
項
は
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
、
各
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
、

温
水
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
窓
口
に
あ
り
。

■問 
市
水
泳
協
会
・
岩
切
（
〒
2
7
0

―
1
3
5
6
印
西
市
小
倉
台
3
―
1

―
1
7
―
2
0
6
・
■携 
0
9
0
―
4

9
4
9
―
6
0
1
4
）、
束
原
（
緯
／

胃
碓48 
5
0
2
3
・
■メール 
 inza

i_
sw
i

m
@
y
ah
o
o
.co
.jp

）。

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

■時 
9
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
～
（
受

10

け
付
け
は
8
時
～
）。

※
雨
天
時
は
　
日
蚊
に
順
延
。

11

■場 
松
山
下
公
園
（
浦
部
）。

■対 
市
内
在
住
者
で
小
学
校
高
学
年
以

上
。
小
学
生
の
場
合
は
、
経
験
が
あ

り
、
保
護
者
が
同
伴
。
■定 
2
5
0
人
。

■費 
印
西
ソ
フ
ト
ゴ
ル
フ
会
員
お
よ
び

小
中
高
校
生
は
無
料
。
一
般
参
加
者

は
一
人
3
0
0
円
。

■申 
9
月
9
日
画
ま
で
に
電
話
で
左
記

へ
。

■問 
海
老
原
（
緯
碓42 
2
1
6
3
）、
金
子

（
緯
碓47 
7
0
8
8
）。

市
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

■時 
　
月
2
日
蚊
、　
日
蚊
、　
日

10

16

23

蚊
・
い
ず
れ
も
午
前
9
時
～
（
受
け

付
け
は
8
時
　
分
～
）。

30

※
予
備
日
は
　
月
　
日
蚊
。

10

30

■場 
松
山
下
公
園
（
浦
部
）。

■対 
印
西
市
を
本
拠
地
と
す
る
高
校
生

以
上
で
構
成
さ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
で
、
責
任
者
が
印
西
市
在
住
・
在

学
・
在
勤
で
あ
る
こ
と
。

■費 
1
チ
ー
ム
3
街
0
0
0
円
。

■申 
9
月
　
日
画
ま
で
に
電
話
で
左
記

16

へ
（
先
着
順
）。

■問 
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
・
鈴
木
（
緯
碓46 

平成２３年（２０１１）９月１日号（６）

パート衛

0
1
4
6
）。

秋
季
市
民
卓
球
大
会

■時 
　
月
2
日
蚊
・
午
前
9

10
時
　
分
～
（
受
け
付
け
は

30
9
時
　
分
～
）。

15

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育

館
（
浦
部
）。

■対 
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
一
般
（
高
校
生
も

可
）
お
よ
び
市
内
の
中
学

生
。

胸
競
技
方
法
…
個
人
戦

（
一
般
女
子
は
ダ
ブ
ル
ス
）

組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
は

事
務
局
一
任
。

■費 
中
学
生
1
0
0
円
、
高

校
生
5
0
0
円
、
一
般
1

街
0
0
0
円
（
た
だ
し
、

連
盟
登
録
者
は
5
0
0

円
）。

■申 
9
月
　
日
牙
ま
で
に
左
記
へ
。

15

■問 
印
西
市
卓
球
連
盟
事
務
局
・
櫻
井

（
■携 
0
9
0
―
8
8
7
7
―
5
7
2

0
・
胃
碓42 
5
0
2
6
）。

第
　
回
市
民
空
手
道
大
会

23
■時 
　
月
　
日
華
・
午
前
9
時
　
分

11

23

30

（
受
け
付
け
は
9
時
～
）。

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
（
浦

部
）。

■対 
市
内
在
住
で
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

加
入
者
。
一
般
の
部
は
高
校
生
以
上

と
す
る
。

胸
種
目
…
幼
年
・
小
学
生
・
中
学
生
・

一
般
（
型
・
組
手
）。

※
参
加
人
数
に
よ
り
変
更
あ
り
。

胸
試
合
規
定
…
全
日
本
空
手
道
連
盟

の
空
手
競
技
規
定
を
準
用
。
一
部
、

印
西
市
空
手
道
連
盟
競
技
規
定
に
よ

る
。

胸
試
合
方
法
…
型
・
組
手
の
個
人
戦

に
よ
る
得
点
制
。

■費 
参
加
費
2
街
0
0
0
円
。

■申 
9
月
　
日
牙
（
必
着
）
ま
で
に
左

15

記
へ
メ
ー
ル
。
参
加
費
は
現
金
書
留

で
左
記
へ
。

■問 
印
西
市
空
手
道
連
盟
・
安
部
井
直

樹
（
〒
2
7
0
―
1
3
2
4
印
西
市

平
岡
1
1
3
3
―
7
・
緯
碓42 
2
3
7

7
・
 ■メール in

zaik
arate

d
o
u
re
n

m
e
i@
y
ah
o
o
.co
.jp

）。

第
2
回
印
西
市
民

　
　
　
　
空
手
道
教
室

■時 
　
月
　
日
蚊
、　
日
蚊
、　
月
6

10

16

23

11

　
7
月
　
日
、　
日
、　
日
、　
日
、

17

18

20

23

　
日
の
5
日
間
、
印
西
地
区
（
印
西

24市
・
白
井
市
・
栄
町
）
各
会
場
で

「
第
　
回
印
旛
郡
市
民
体
育
大
会
」が

62
開
催
さ
れ
、　
競
技
　
種
目
で
3
街

17

25

0
0
0
人
を
超
え
る
選
手
が
熱
戦
を

展
開
し
ま
し
た
。

　
印
西
市
は
6
競
技
7
種
目
で
優
勝

を
飾
り
、
総
合
の
部
で
佐
倉
市
に
次

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

　
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
で
、
市

主
催
の
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
始

ま
り
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
、
健
康

づ
く
り
と
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

し
ま
せ
ん
か
。

①
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

　
こ
れ
か
ら
健
康
づ
く
り
を
始
め
た

い
人
や
、
軽
め
の
運
動
強
度
で
身
体

を
動
か
し
た
い
人
を
対
象
に
、
エ
ア

ロ
ビ
ッ
ク
運
動
を
中
心
に
、
自
分
の

体
重
を
利
用
し
た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
、
心
身
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
り
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
牙
～
　
月
　
日
牙
の
毎

15

11

24

週
木
曜
日
（
　
月
3
日
華
は
除
く
）・

11

い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
　
時
（
全
　

10

11

10

回
）。

②
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ

　
未
経
験
者
や
少
し
経
験
の
あ
る
人

を
対
象
に
、
呼
吸
・
ポ
ー
ズ
・
 瞑
想
 

め
い
そ
う

ス
ポ
ー
ツ

　「全日本大学女子駅伝対校選手権大会」の出場権を争うこの大会は、国道464
号線・南環状線を周回する30.6kmのコースで開催されます。
【スタート】東京電機大学。
【中継所】高花郵便局前、西の原小学校付近、東京電機大学。
【フィニッシュ】高花郵便局前。
■時 9月25日蚊・午前9時30分～正午（予定）。
※当日、沿線周辺は交通規制が行われます。ランナーなどが沿線を通行する際
には大変ご迷惑をお掛けしますが、ご協力をお願いします。
■問 スポーツ振興課振興班（緯碓42 8417）。

関東大学女子駅伝対校選手権大会第17回

コース図

原山中

内野小

高花郵便高花郵便局局

西
の
原
小

東
京
電
機
大

東
京
電
機
大
学学

千葉ニュータウン中央駅

県
道
千
葉
龍
ヶ
崎

県
道
千
葉
龍
ヶ
崎
線線

中
継

　10月9日蚊は体育の日
を記念して、市民（在勤・
在学含む）を対象に、市内スポーツ施設の無料開
放をします。利用する場合は、印西市公共施設
予約システムによる、予約となります。

怯「スポーツフェス2011」も
　　　　　　松山下公園で同時開催
　見る・体験する・チャレンジする・キッズな
ど、多くの催しを予定しています。
※詳しくは9月15日号で。
■問 スポーツ振興課振興班（松山下公園総合体育
館内・緯碓42 8417）。

スポーツ施設
　を無料開放

“スポーツの秋”へむけて

日
蚊
・
い
ず
れ
も
午
前
9
時
　
分
～

10

　
時
（
受
け
付
け
は
9
時
～
）。

11■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
（
浦

部
）。

■対 
市
内
在
住
。
運
動
の
で
き
る
服
装
。

■定 
　
人
。

50
■費 
無
料
。

■申 
当
日
会
場
で
。

■問 
空
手
道
連
盟
・
望
月
（
緯
碓46 
0
4

6
8
）。

 第
　
回
印
旛
郡
市
民
体
育
大
会

62
 印
西
市
が
総
合
第
2
位

中継・フィニッ中継・フィニッシシュュスタート・
中継

ぐ
第
2
位
と
な
り
ま
し
た
。
優
勝
種

目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
陸
上
競
技
（
男
・
女
）
▼
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
女
）
▼
相
撲
▼

テ
ニ
ス
（
男
）
▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

（
女
）
▼
空
手
道
。

■問 
印
西
市
体
育
協
会
（
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
内
・
緯
碓42 
8
4
1
7
・
■ＨＰ h

tt
p
://in

zai-taik
y
o
.jp

）。



印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

（７）平成２３年（２０１１）９月１日号

に
流
し
込
む
機
械
で
す
。

　
単
体
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
を
使
用
す

る
と
、
台
所
か
ら
生
ゴ
ミ
が
な
く
な

り
ま
す
が
、
生
ゴ
ミ
を
多
く
含
ん
だ

下
水
は
、
下
水
管
を
詰
ま
ら
せ
、
腐

敗
し
て
悪
臭
を
発
生
さ
せ
る
も
と
に

な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
生
ゴ
ミ
を
多

く
含
ん
だ
下
水
を
き
れ
い
に
処
理
す

る
こ
と
は
難
し
く
、
海
や
川
へ
悪
影

響
を
及
ぼ
し
、
水
質
や
環
境
を
悪
化

さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
下
水
道
や
河
川
へ
の
影
響

怯
第
　
回
印
西
絵
画
展

12

　
印
西
市
絵
画
協
会
会
員
に
よ
る
日

本
画
、
洋
画
、
水
墨
画
の
素
晴
ら
し

い
作
品
を
発
表
し
ま
す
。

■時 
　
月
1
日
臥
～
4
日
峨
・
午
前
　

10

10

時
～
午
後
7
時
。

※
初
日
は
正
午
か
ら
。
最
終
日
は
入

場
午
後
4
時
ま
で
。
入
場
無
料
。

■場 
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
イ
オ
ン
モ
ー
ル

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
店
3
階
・
中
央

北
）。

■問 
印
西
市
絵
画
協
会
・
藤
田
（
緯
碓46 

0
6
9
8
）。

怯
印
西
シ
ン
ガ
ー
ズ
団
員
募
集

　
懐
か
し
い
す
て
き
な
歌
を
一
緒
に

歌
い
ま
し
ょ
う
。
介
護
施
設
へ
の
出

張
コ
ン
サ
ー
ト
が
目
標
で
す
。

■時 
毎
週
火
曜
日
・
午
後
1
時
～
3
時
。

※
会
場
は
未
定
。
見
学
希
望
者
は
左

記
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

■問 
佐
藤
（
緯
碓45 
0
3
1
8
）。

怯
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

「
稲
刈
り
祭
り
」

　
ア
カ
ガ
エ
ル
の
里
で
採
れ
た
無
農

薬
米
で
、
お
い
し
い
昼
食
を
。
い
ん

ば
学
舎
オ
ソ
ロ
ク
倶
楽
部
提
供
。

※
参
加
費
は
す
べ
て
東
日
本
大
震
災

被
災
者
へ
の
義
援
金
と
し
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
。

10

10

■場 
印
旛
日
本
医
大
駅
に
集
合
。
そ
の

後
、
ア
カ
ガ
エ
ル
の
里
へ
移
動
。

■定 
　
人
。
■費 
5
0
0
円
。

20
■他 
飲
み
物
、
帽
子
、
手
ぬ
ぐ
い
、
軍

手
、
長
靴
。

■申 
電
話
で
左
記
へ
。

■問 
い
に
は
野
ア
カ
ガ
エ
ル
の
里
を
守

る
会
・
田
中
（
緯
碓98 
1
1
6
8
・
午

後
6
時
～
9
時
）。

怯
ウ
オ
―
キ
ン
グ
3
回
連
続
講

座■時 
臼
9
月
　
日
臥
渦
　
日
華
嘘
　
日

10

19

23

華
・
い
ず
れ
も
午
後
2
時
～
4
時
。

■場 
北
総
花
の
丘
公
園
（
原
山
）。

■内 
身
体
に
効
果
的
な
正
し
い
歩
き
習

得
（
室
内
）
4
娃
ウ
ォ
―
キ
ン
グ
（
郊

外
）。
噛
講
師
…
富
所
正
史
氏
。

※
講
習
は
段
階
的
に
進
み
、
各
回
の

内
容
は
異
な
り
ま
す
（
雨
天
実
施
）。

■対 
　
歳
～
。

40
■費 
3
回
分
一
括
2
街
5
0
0
円
。

（
体
験
可
、
1
回
1
街
0
0
0
円
）。

初
回
に
会
場
で
集
金
。

■申 
当
日
、
会
場
で
受
け
付
け
。

■問 
富
所
（
■携 
0
9
0
―
9
6
4
6
―

1
2
2
5
）。

怯
土
地
家
屋
調
査
士
登
記
相
談

　
土
地
境
界
問
題
、
土
地
分
筆
、
建

物
新
築
の
登
記
な
ど
。

■時 
9
月
　
日
我
・
午
前
9
時
～
正
午
。

14

■場 
法
務
局
佐
倉
支
局
・
成
田
出
張
所
。

■問 
千
葉
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
印
旛

支
部
・
山
﨑
（
緯
0
4
3
―
4
8
6

―
4
0
8
7
）。

怯
船
舶
免
許
更
新
失
効
講
習
会

■時 
9
月
　
日
華
・
午
前
9
時
～
。

23

■場 
潮
来
ホ
テ
ル
（
茨
城
県
潮
来
市
）。

■費 
1
0
街
0
0
0
円
（
更
新
）、
1

5
街
0
0
0
円
（
失
効
）。

■他 
必
要
書
類
と
し
て
、
船
舶
免
許
コ

ピ
ー
1
枚
、
写
真
2
枚
、
住
民
票
1

枚
を
持
参
。

■申 
9
月
9
日
画
ま
で
に
左
記
へ
。

■問 
水
郷
ボ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
珂
（
緯
0

2
9
9
―
6
3
―
1
2
3
1
）。

怯
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
指
導
者
募
集

　
年
長
か
ら
中
学
3
年
生
ご
ろ
の
子

ど
も
と
一
緒
に
野
外
活
動
（
週
末
月

2
回
程
度
）
が
で
き
る
　
歳
以
上
の

18

男
女
。
研
修
有
り
未
経
験
で
も
可
。

　
関
心
の
あ
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
卒
業
入
学
式
見

学
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
華
・
午
前
　
時
～
。

19

10

■場 
北
総
花
の
丘
公
園
（
原
山
）。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
東
條
（
緯
0
4
7
―
4
9
1
―
4

3
5
4
）。

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
衛

支
給
）。

※
9
月
　
日
俄
・
午
前
9
時
か
ら
、

26

市
役
所
農
業
委
員
会
会
議
室
で
面
接

あ
り
。

■申 
9
月
　
日
牙
ま
で
に
履
歴
書
を
左

15

記
ま
で
持
参
。

■問 
農
政
課
農
政
班
（
緯
内
線
3
7

1
・
3
7
2
）。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

　
市
内
の
お
お
む
ね
　
歳
以
上
の
人

60

を
対
象
に
、
随
時
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
高
齢
者
が
で
き
る
仕
事
で
あ

れ
ば
、
ど
ん
な
小
さ
な
仕
事
で
も
依

頼
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
人
手
が

必
要
と
な
っ
た
と
き
な
ど
、
1
時
間

単
位
で
ご
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
印
西
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
内
・
緯

碓45 
0
4
6
8
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w

.sjc.n
e
.jp
/in
zai/

）。

粗
大
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

（
再
生
品
の
販
売
）
に
つ
い
て

　
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
粗
大
ご
み
の

中
に
は
、
ま
だ
ま
だ
使
え
る
も
の
が

多
く
あ
り
ま
す
。

　
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
そ

れ
ら
を
清
掃
、
軽
微
な
修
理
を
し
て

希
望
者
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
再
生

品
は
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
展

示
し
て
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■対 
印
西
市
・
白
井
市
・
栄
町
に
在
住
、

在
勤
、
在
学
し
て
い
る
人
。

酸
1
カ
月
の
間
に
、
1
世
帯
あ
た
り

3
点
ま
で
と
し
ま
す
。

酸
受
け
付
け
は
、
月
～
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）・
午
前
9
時
～
午
後
4

時
ま
で
。

酸
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
窓
口
で

申
込
書
に
記
入
し
、
代
金
を
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。
再
生
品
は
支
払
い
が

済
ん
だ
後
に
引
き
取
り
が
可
能
で
す
。

■他 
購
入
者
の
決
定
は
先
着
順
。
購
入

後
の
返
品
・
交
換
は
で
き
ま
せ
ん
。

再
生
品
の
引
き
取
り
は
購
入
者
ご
自

身
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■問 
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
班

（
緯
碓46 
2
7
3
2
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.in
k
an
-jk
.o
r.jp
/

）。

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
駆
除
費
を

補
助
し
ま
す

　
ス
ズ
メ
バ
チ
は
強
烈
な
毒
を
持
ち
、

他
者
へ
の
攻
撃
性
も
高
い
危
険
な
ハ

チ
で
す
。
市
で
は
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣

の
駆
除
を
す
る
人
に
対
し
て
駆
除
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
補
助
を
受

け
る
に
は
事
前
に
市
へ
の
申
し
込
み

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
ス
ズ
メ
バ
チ
以
外
の
ハ
チ
の
巣
の

駆
除
は
、
補
助
金
の
対
象
外
で
す
。

　
ま
た
、
ス
ズ
メ
バ
チ
以
外
の
ハ
チ

の
巣
の
駆
除
な
ど
に
関
し
て
防
護
服

の
貸
し
出
し
も
し
て
い
ま
す
。

胸
補
助
金
額
な
ど
…
駆
除
費
の
2
分

の
1
（
上
限
5
0
街
0
0
0
円
）。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
指
導
班
（
緯
内

線
3
6
1
・
3
6
3
）、
印
旛
支
所
地

域
づ
く
り
課
（
緯
碓98 
1
1
1
1
）、
本

埜
支
所
地
域
づ
く
り
課
（
緯
碓97 
1
1

1
1
）。

単
体
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー

　
　
　
　
　
使
用
自
粛
の
お
願
い

　
単
体
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
は
、
野
菜

く
ず
や
魚
の
骨
な
ど
、
台
所
の
生
ゴ

ミ
を
砕
い
て
、
水
と
一
緒
に
下
水
道

非
常
勤
職
員

怯
保
育
士
・
保
健
師
・
看
護
師
（
登

録
制
）

胸
業
務
内
容
…
保
育
に
関
す
る
こ
と
。

胸
勤
務
場
所
…
市
立
保
育
園
。

胸
勤
務
時
間
…
平
日
・
午
前
7
時
～

午
後
7
時
、
土
曜
日
・
午
前
7
時
～

午
後
5
時
の
間
で
臼
一
日
7
・
5
時

間
程
度
渦
一
日
6
時
間
程
度
、
週
　20

時
間
未
満
（
シ
フ
ト
体
制
）
嘘
午
前

7
時
～
9
時
　
分
、
午
後
4
時
～
7

30

時
の
延
長
保
育
時
間
。

※
園
の
状
況
に
よ
り
勤
務
時
間
が
多

少
異
な
り
ま
す
。

■対 
健
康
で
保
育
の
仕
事
に
情
熱
を
持

つ
　
歳
未
満
の
人
。
勤
務
時
間
臼
渦

65
に
つ
い
て
は
、
保
育
士
、
看
護
師
、

保
健
師
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

る
人
。
嘘
は
保
育
士
の
資
格
を
有
す

る
人
。

胸
賃
金
…
保
育
士
9
1
0
円
か
ら

1
街
0
1
0
円
（
経
験
年
数
に
よ

る
）
看
護
師
・
保
健
師
1
街
1
4
0

円
。
※
通
勤
手
当
有
り
。

■申 
履
歴
書
（
写
真
張
り
付
け
）
と
資

格
証
明
書
の
写
し
を
左
記
ま
で
。

■問 
保
育
課
保
育
班
（
緯
内
線
2
2

2
・
2
2
3
）。

怯
有
害
獣
調
査
捕
獲

　
特
定
外
来
生
物
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕

獲
お
よ
び
有
害
獣
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調

査
な
ど
に
よ
る
有
害
獣
調
査
捕
獲
事

業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
非
常
勤

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

胸
応
募
資
格
…
離
職
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
失
業
者
で
市
内
在
住
の
一
（
要

運
転
免
許
）。

胸
募
集
定
員
…
5
人
。

胸
雇
用
期
間
…
　
月
1
日
臥
～
平
成

10

　
年
3
月
　
日
臥
（
週
3
日
程
度
勤

24

31

務
）。

胸
賃
金
…
時
給
8
3
0
円
（
交
通
費

環
境

募
集

を
考
慮
し
た
「
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
排

水
処
理
シ
ス
テ
ム
」
が
製
品
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
で
破
砕
さ
れ
た
生

ゴ
ミ
を
処
理
槽
な
ど
で
処
理
し
、
そ

の
排
水
を
下
水
道
へ
流
す
も
の
で
す
。

　
下
水
道
や
環
境
へ
与
え
る
影
響
を

軽
減
で
き
る
た
め
、
一
部
製
品
に
つ

い
て
は
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
場
合
は
、

必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問 
下
水
道
課
工
務
管
理
班
（
緯
内
線

7
8
6
・
7
8
7
）。

ゴミはルールを守って
出しましょう

本埜地区の有害ごみ・資源物
の収集曜日を変更

　本埜地区の有害ごみ・資源物収集曜日が、10月1日臥
から変更されます。
臼有害ごみ
　変更前【第1・3土曜日】閣変更後【第1・3水曜日】
渦資源物
　変更前【月・土曜日】閣変更後【月曜日】
■問 印西地区環境整備事業組合（緯碓46 2732）、クリーン推進
課クリーン推進班（緯内線383）。

　8月8日俄と11日牙、携帯用簡易測定器
を用いて、市職員が大気中の放射線量の測定
を実施しました。
　測定値はいずれも、文部科学省による子ど
もの屋外活動を制限する暫定的な目安の空間
放射線量3.8μＳｖ／h（マイクロシーベル
ト／時間）、土壌に関する放射線量低減策を
実施する場合の指標の空間放射線量1.0μＳ
ｖ／h（マイクロシーベルト／時間）を下回
りました（詳しくは市ホームページをご覧く
ださい）。
※今後も、携帯用簡易測定器により市職員が
測定し、参考値としてホームページ、各支所・
出張所で掲示し公表します。
■問 環境保全課環境指導班（緯内線361～
363）。

 市内48カ所の
空間放射線量の測定結果 



印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

平成２３年（２０１１）９月１日号（８）

　市では、市民、バス事業者、学識経験者、行政な
どによる「地域公共交通活性化協議会」を設置して、
ふれあいバスを含む市内バス交通の在り方について
検討し、平成23年3月に「印西市地域公共交通総合
連携計画」を策定しました。

　この計画に基づき、9月1日牙からふれあいバス
の2ルート新設および日曜日祝日などにおける実証
運行を実施します。
　なお、実証運行を行いながら、事業評価などをし、
さらに検討を進めていきます。

【実証運行の概要】
①新設ルートの運行
茨市役所―木下駅―布佐―松山下公園―千葉ニュー
タウン中央駅。
芋印旛支所―印旛日医大駅―竜腹寺―牧の原駅。

胸市役所～布佐～千葉ニュータウン中央駅ルート時刻表胸
108642行　　先97531行　　先
18:2516:1014:1010:508:50市役所17:1015:0513:009:457:45千葉ＮＴ中央駅北口
18:2716:1214:1210:528:52総合福祉センター17:1215:0713:029:477:47千葉ＮＴ中央北
18:2916:1414:1410:548:54木下駅前郵便局前17:1515:1013:059:507:50小倉台図書館前
18:3016:1514:1510:558:55木下駅南口17:1815:1313:089:537:53牧の木戸一丁目
18:3316:1814:1810:588:58大森南17:1915:1413:099:547:54浦幡公園
18:3516:2014:2011:009:00大森北17:2015:1513:109:557:55木刈小学校前
18:3616:2114:2111:019:01北千葉揚排水機場前17:2115:1613:119:567:56木刈フレンドリープラザ前
18:3816:2314:2311:039:03水神宮前17:2315:1813:139:587:58木刈四丁目
18:3916:2414:2411:049:04都17:2515:2013:1510:008:00浦幡新田
18:4016:2514:2511:059:05都入口17:2615:2113:1610:018:01白幡道
18:4116:2614:2611:069:06近隣センター（ふさの風）17:2715:2213:1710:028:02永治小学校前
18:4216:2714:2711:079:07布佐郵便局前17:2815:2313:1810:038:03松山下公園
18:4416:2914:2911:099:09布佐駅東口17:2915:2413:1910:048:04亀成
18:4516:3014:3011:109:10布佐葭立17:3015:2513:2010:058:05発作
18:4716:3214:3211:129:12我孫子東高校17:3215:2713:2210:078:07発作中
18:4816:3314:3311:139:13発作北17:3415:2913:2410:098:09発作北
18:5016:3514:3511:159:15発作中17:3515:3013:2510:108:10我孫子東高校
18:5216:3714:3711:179:17発作17:3715:3213:2710:128:12布佐葭立
18:5316:3814:3811:189:18亀成17:3815:3313:2810:138:13布佐駅東口
18:5416:3914:3911:199:19松山下公園17:4015:3513:3010:158:15布佐郵便局前
18:5516:4014:4011:209:20永治小学校前17:4115:3613:3110:168:16近隣センター（ふさの風）
18:5616:4114:4111:219:21白幡道17:4215:3713:3210:178:17都入口
18:5716:4214:4211:229:22浦幡新田17:4315:3813:3310:188:18都
18:5916:4414:4411:249:24木刈四丁目17:4415:3913:3410:198:19水神宮前
19:0116:4614:4611:269:26木刈フレンドリープラザ前17:4615:4113:3610:218:21北千葉揚排水機場前
19:0216:4714:4711:279:27木刈小学校前17:4715:4213:3710:228:22大森北
19:0316:4814:4811:289:28浦幡公園17:4915:4413:3910:248:24大森南
19:0416:4914:4911:299:29牧の木戸一丁目17:5215:4713:4210:278:27木下駅南口
19:0716:5214:5211:329:32小倉台図書館前17:5315:4813:4310:288:28木下駅前郵便局前
19:1016:5514:5511:359:35千葉ＮＴ中央北17:5515:5013:4510:308:30総合福祉センター
19:1517:0015:0011:409:40千葉ＮＴ中央駅北口18:0015:5513:5010:358:35市役所

胸印旛支所～竜腹寺～印西牧の原駅ルート時刻表胸
1412108642行　　先131197531行　　先
18:0416:4415:2614:0411:2510:048:41印旛支所17:1816:0014:4013:2010:409:187:55印西牧の原駅南口
18:0516:4515:2714:0511:2610:058:42美瀬17:2016:0214:4213:2210:429:207:57東の原
18:0616:4615:2814:0611:2710:068:43日本医大千葉北総病院17:2316:0514:4513:2510:459:238:00滝野プラザ前
18:0816:4815:3014:0811:2910:088:45舞姫17:2516:0714:4713:2710:479:258:02竜腹寺西
18:1016:5015:3214:1011:3110:108:47印旛日本医大駅17:2616:0814:4813:2810:489:268:03竜腹寺東
18:1216:5215:3414:1211:3310:128:49若萩中央17:2816:1014:5013:3010:509:288:05荒野
18:1316:5315:3514:1311:3410:138:50若萩三丁目東17:3116:1314:5313:3310:539:318:08若萩二丁目
18:1416:5415:3614:1411:3510:148:51萩原公園17:3316:1514:5513:3510:559:338:10萩原公園
18:1616:5615:3814:1611:3710:168:53若萩二丁目17:3416:1614:5613:3610:569:348:11若萩三丁目東
18:1916:5915:4114:1911:4010:198:56荒野17:3516:1714:5713:3710:579:358:12若萩中央
18:2117:0115:4314:2111:4210:218:58竜腹寺東17:3716:1914:5913:3910:599:378:14印旛日本医大駅
18:2217:0215:4414:2211:4310:228:59竜腹寺西17:3916:2115:0113:4111:019:398:16舞姫
18:2417:0415:4614:2411:4510:249:01滝野プラザ前17:4116:2315:0313:4311:039:418:18日本医大千葉北総病院
18:2717:0715:4914:2711:4810:279:04東の原17:4316:2515:0513:4511:059:438:20美瀬
18:3417:1415:5614:3411:5510:349:11印西牧の原駅南口17:4816:3015:1013:5011:109:488:25印旛支所

　市民のみなさんからの要望などをふまえて、
新設2ルートを含めたすべてのルートで、月曜
日から土曜日に加え、日曜、祝日、年末年始も
運行します。
※なお、日曜日、祝日などの運行時刻表は、平
日と同じ時刻表となります。
■問 企画政策課交通政策室（緯内線475、476）。

 ふれあいバスの
2ルート新設と

日曜・祝日の運行を開始

印西牧の原印西牧の原駅駅
南南口口

萩原公萩原公園園

若萩二丁若萩二丁目目荒荒野野
竜腹寺竜腹寺西西

滝野プラザ滝野プラザ前前

東の東の原原

竜腹寺竜腹寺東東

日本医大千葉北総病日本医大千葉北総病院院

印西市役所印旛支印西市役所印旛支所所

美美瀬瀬

舞舞姫姫

印旛日本医大印旛日本医大駅駅

若萩中若萩中央央

若若萩萩
三丁目三丁目東東

印旛支所～竜腹寺～印西牧の原印旛支所～竜腹寺～印西牧の原駅駅
ルートルート図図

木下駅南木下駅南口口

布佐駅東布佐駅東口口

亀亀成成

大森大森南南

布佐郵便局布佐郵便局前前
木下駅木下駅前前
郵便局郵便局前前

総合福総合福祉祉
センタセンターー

市役市役所所

大森大森北北
布佐葭布佐葭立立

発発作作

発作発作北北

我孫子東高我孫子東高校校

近隣センタ近隣センターー（ふさの風（ふさの風））

発作発作中中

木木刈刈
フレンドリフレンドリーー
プラザプラザ前前

木刈四丁木刈四丁目目

永治小学校永治小学校前前

白幡白幡道道

松山下公松山下公園園

木刈小学校木刈小学校前前

千葉ニュータウン中央千葉ニュータウン中央北北

小倉台図書館小倉台図書館前前

牧の木戸一丁牧の木戸一丁目目

浦幡公浦幡公園園 千葉ニュータウ千葉ニュータウンン
中央駅北中央駅北口口

北千葉揚排水機場北千葉揚排水機場前前
水神宮水神宮前前

都入都入口口

都都

市役所～布佐市役所～布佐～～
千葉ニュータウン中央千葉ニュータウン中央駅駅
ルートルート図図

浦幡新浦幡新田田
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　このおまつりは「みんなで広げようボランティ
アの輪」をテーマに、多くのボランティアが参加
し、活動を広く地域に伝えることを目指して、印
西市ボランティア協議会が開催するものです。
みなさんのご来場をお待ちしています。
■時 9月25日蚊・午前10時～午後2時30分。
■場 総合福祉センター（竹袋）。
■内 バザー、模擬店、ボランティア活動発表コー
ナー（ダンス・
太鼓ほか）体験
コーナー（ＣＤ
録音・太鼓）、軽
スポーツなど。
■問 印西市社会福
祉協議会（緯碓42 
0294）。

（９）平成２３年（２０１１）９月１日号

　今年も市民文化祭を開催します。みなさんの日
ごろの活動成果をこの機会に披露してみませんか。
■対 市内在住・在勤・在学の人。
※準備から片付けまで参加できる人。
■申 所定の申込用紙（右記申込窓口、各公民館に用
意します。また、市ホームページからダウンロー
ドもできます）に必要事項を記入し、生涯学習課

文化班または各公民館まで。
※部門によって申し込み方法に若干の違いがあり
ます。必ず下表の申し込み欄を参照してください。
詳しくは、下記までお問い合わせください。
■問 生涯学習課文化班（〒270― 1396印西市大森
2364―2・緯内線544・■メール ｓｙｏｕｇａｋｕ＠ｍｌ
.ｃｉｔｙ.ｉｎｚａｉ.ｃｈｉｂａ.ｊｐ）。

文化祭はみなさんが主役。気軽にご参加ください文化祭はみなさんが主役。気軽にご参加ください!!

そ　の　ほ　か申し込み参　加　の　規　定　な　ど期 日会 場部　　門

（準備）11/２我・設営10：00～
                            搬入11：00～
　　　　　　　　　（生け込み14：00～18：00）
（片付け）11/6蚊・15：30～
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ま
で
に
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涯
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化
班
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ま
た
は
各
公
民
館
ま
で
。

日本画・洋画・水墨画・水彩画・パステル画・デザイン画・版画・
コラージュなど題材、画材自由。作品は20号以内で額装（吊紐や
ガラスの扱いに注意）。1人1点。

11/3華～
11/6蚊

中央公民
館

絵 画美
術
工
芸
展

刻字・彫刻・陶芸・ちぎり絵など題材自由、1人1点。美術工芸
題材自由。1人1点。モノクロ・カラー、4ツ切～半切（パネルま
たは額付き）。組写真は5点以内、6～4ツ切（要パネルレイアウ
ト）。

写 真

半折以下縦書き、仮巻き付（半紙・短冊・色紙の作品も仮巻き付）
扇物・屏風・ガラス類は除く。内容自由。1人1点。児童・生徒
の作品は各団体で用意すること。

書 道 展

流派問わず。題材自由。本名で展示。花材・花器は各自で用意。
生け込み説明会は、10月6日牙・午前10時～、中央公民館にて。華 道 展

洋裁・和裁・編物・小物など手作りの作品。1人1点。手 工 芸 展

作品自由。1人1点。
山 草 展
盆 栽 展
テーブルガーデニング展

作品自由。各種目1人1点。中央公民館
駐車場菊 花 展

申　　し　　込　　み参　加　の　規　定　な　ど期 日会　　場部　　門
各支部で用意した申し込み用紙に曲目・出演者名（複数の場合は全員）・歌手名・住
所・電話番号を明記し、9/30画までに参加費と一緒に各支部へ。定員120人（先着
順）。架歌謡連合会長・斉藤（緯090―8588―9797）。

参加費3，000円（内1,000円は年会費。昼食代込み）。参加費は事
前徴収。
曲目自由、2コーラス。通信カラオケ使用。

10/16蚊

文化ホール

歌 謡 の 集 い

申し込みを希望する人は、会長宅へ連絡。能楽連合会長・相原（緯碓46 1576）。観世流謡曲を習得している人。10/２2臥能 楽 の 集 い
曲目・時間・一人踊りか組踊りの別・出演者名・住所・電話番号を明記。会派に属している場合
は、会派で取りまとめて9/30画までに生涯学習課文化班または各公民館まで（申し込み多数
の場合抽選）。打ち合わせ会議・抽選会は10/5我・10：00～、市役所会議棟204で。

曲目自由、1曲5分以内。1会派4曲まで。10/23蚊舞 踊 の 集 い

「参加申込書」「舞台図」を明記の上、9/15牙までに生涯学習課文化班または各公民館ま
で。参加者会議は9/25蚊・9：30～、文化ホールにて。市内合唱サークル。発表曲は12分以内。ピアノ奏者は各自手配。11/3華合 唱 の 集 い

曲目・時間・参加者名（団体の場合は代表者名、参加者名簿を明記）、伴奏者の同伴
の有・無、伴奏はMD、テープでも可。※伴奏者を希望の場合は事前に民謡連合会
長・石橋（緯碓42 2265）へご相談ください。

曲目自由、1曲5分以内。11/１2臥民 謡 の 集 い

住所・氏名・電話番号を明記の上、参加費・作品と一緒に当日・午前9時30分ま
でに持参。

参加費1，000円（昼食代込み）。参加費は当日徴収。
当季雑詠2句を当日出句。講師：実籾繁氏。10/29臥

中央
公民館

俳 句 大 会

住所・氏名・電話番号・当日の出欠を明記の上、9/１５牙までに参加費・詠草と一
緒に下記へ。
〒270－1318印西市小林1635－1短歌連盟会長・加藤恵美子（緯碓97 3992）。

参加費1，000円（昼食代込み）。
題材自由、未発表作品1首（楷書ではっきりと）。
講師：松生富美子氏。

10/30蚊短 歌 大 会

住所・氏名・電話番号・段級位を明記の上、10/14画までに生涯学習課文化班また
は各公民館まで。

参加費1，500円、小・中学生1，000円（昼食代込み）。参加費は当日徴
収。講師：北島忠雄氏。1０/30蚊

総合福祉
センター

将 棋 大 会

住所・氏名・電話番号・段級位を明記の上、10/28画までに生涯学習課文化班また
は各公民館まで。

参加費：成人1，500円、女性1，000円、未成年700円（昼食代込み）。
参加費は当日徴収。講師：茅野直彦氏。11/13蚊囲 碁 大 会

丹念に作った作品や
日ごろの練習の成果を
発表しませんか第 16回印西市民文化祭
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課
内
・
緯
0
4
3
―
2
4
5
―
6
1

1
2
）。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

第15回ボランティアまつり

ン
管
理
士
会
（
緯
0
4
3
―
2
4
4

―
9
0
9
1
・
胃
0
4
3
―
2
4
4

―
9
0
9
4
・
■メール ch

ib
a-m
an
k
a

n
@
n
ifty
.co
m

）。

■問 
建
築
課
住
宅
班
。

臨時休所日の
お知らせ

　ボランティアまつり開催
のため、9月25日蚊は総合
福祉センターはお休みです。

　市では、Ｊ１リーグで日々奮闘してい
る柏レイソルをホームタウンとして応援
しています。
　９月25日蚊は「印西ホームタウン
デー」として、柏レイソル対大宮アル
ディージャ戦が行われます。一緒に応援
しませんか。
■日 ９月25日蚊・午後３時キックオフ。
■場 日立柏サッカー場（柏市日立台1-2-
50）。
■問 ㈱日立柏レイソル
事 業 部（緯04―
7167―4355・午前
10時～午後5時）。
※火～金曜日のみ。

９月25日蚊は
柏レイソ柏レイソルル

「印西ホームタ「印西ホームタウウンデー」ンデー」

葛柏レイソルのイメージ
キャラクター「レイくん」



印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

雨
天
中
止
。

■対 
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
。

■定 
　
人
程
度
。

30
■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
・
資
料
代
）。

■他 
飲
み
物
、
弁
当
、
あ
れ
ば
双
眼
鏡

や
カ
メ
ラ
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
印
西
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド
・

阿
部
（
緯
／
胃
碓47 
1
4
5
5
）。

第
　
回
印
旛
郡
市
理
科
作
品
展

59
■時 
9
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
～
午
後

24

4
時
（
入
場
は
午
後
3
時
　
分
ま

30

で
）。

■場 
印
旛
教
育
会
館
大
ホ
ー
ル
（
成
田

市
）。

■費 
無
料
。

■問 
四
街
道
市
立
四
街
道
小
学
校
・
東

孝
明
（
緯
0
4
3
―
4
2
2
―
2
7

2
6
）。

な
か
よ
し
動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
1
1

■時 
9
月
　
日
華
・
午
前
　
時
～
午
後

23

10

3
時
。

■場 
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
富

里
市
）。

■内 
犬
の
し
つ
け
方
実
演
、
犬
の
さ
わ

り
方
・
手
入
れ
実
演
、
犬
の
団
体
競

技
（
実
演
）、
乗
馬
体
験
、
動
物
相
談
、

動
物
愛
護
紙
芝
居
、
地
元
特
産
品
販

売
ほ
か
。

■問 
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
緯

碓93 
5
7
1
1
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w

.p
re
f.ch
ib
a.lg
.jp
/aig
o
/

）。

印
西
ふ
る
さ
と
案
内
人
協
会

「
い
な
ざ
き
獅
子
舞
と
歴
史
散
歩
」

　
近
代
的
な
都
市
景
観
の
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
か
ら
ほ
ん
の

少
し
足
を
延
ば
す
と
、
昔
な
が
ら
の

里
山
の
自
然
風
景
と
歴
史
に
触
れ
あ

え
ま
す
。

　
永
治
地
区
の
見
ど
こ
ろ
を
ご
一
緒

に
い
か
が
で
す
か
。

■時 
9
月
　
日
華
・
午
前
　
時
～
午
後

23

10

4
時
　
分
。

30

※
雨
天
決
行
。

■場 
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
改
札

口
正
面
に
集
合
。

■内 
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
→
月

影
の
井
→
大
六
天
→
松
山
下
公
園

（
昼
食
）
→
歓
喜
院
→
宝
珠
院
観
音

堂
→
泉
倉
寺
→
旧
円
光
院
→
和
泉
鳥

見
神
社
→
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央

駅
。

※
獅
子
舞
の
第
一
部
を
見
学
後
、
自

由
解
散
。

■定 
　
人
。

50
■費 
一
人
3
0
0
円
（
中
学
生
以
上
）。

■他 
歩
き
や
す
い
服
装
と
靴
。
昼
食
、

敷
物
、
飲
み
物
、
雨
具
、
帽
子
を
持

参
。

■申 
9
月
　
日
峨
ま
で
に
、
住
所
・
氏

20

名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
胃
碓49 

4
5
1
1
）
へ
（
先
着
順
）。

■問 
印
西
ふ
る
さ
と
案
内
人
協
会
・
齊

藤
（
緯
碓42 
6
0
8
5
・
午
後
5
時
～

9
時
）。

里
山
散
策
会
「
里
山
め
ぐ
り
と

和
泉
の
獅
子
舞
見
学
」

　
市
内
の
里
山
で
野
鳥
、
昆
虫
、
野

草
な
ど
の
自
然
観
察
、
午
後
は
和
泉

の
獅
子
舞
（
い
な
ざ
き
獅
子
舞
）
を

見
学
。

■時 
9
月
　
日
華
・
午
前
9
時
　
分
～
。

23

30

■場 
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
に
集

合
。

※
同
駅
で
午
後
3
時
　
分
ご
ろ
解
散
。

45

印
西
市
女
性
の
会

「
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
見
学

と
歴
史
散
歩
」

　
印
西
市
女
性
の
会
で
は
、
本
年
度

も
見
学
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

■時 
　
月
7
日
画
・
①
午
前
8
時
　
分

10

30

②
午
前
8
時
　
分
③
午
前
9
時
。

45

■場 
臼
印
旛
支
所
渦
本
埜
支
所
嘘
市
役

所
に
そ
れ
ぞ
れ
集
合
。

■対 
市
内
在
住
の
人
。

■定 
　
人
。

40
■費 
2
街
0
0
0
円
（
バ
ス
代
、
昼
食

代
、
保
険
料
、
入
館
料
）。

■内 
印
旛
支
所
→
本
埜
支
所
→
市
役
所

→
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
→
相
島

芸
術
文
化
村
→
白
樺
文
学
館
→
市
役

所
→
本
埜
支
所
→
印
旛
支
所
。

■申 
9
月
　
日
臥（
必
着
）ま
で
に
、
往

10

復
は
が
き
に
臼
住
所
渦
氏
名
嘘
生
年

月
日
唄
電
話
番
号
を
記
入
し
、
郵
送

で
左
記
へ
。

※
複
数
名
の
申
し
込
み
は
、
最
大
4

人
ま
で
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
）。

■問 
印
西
市
女
性
の
会
・
岩
崎
成
子

（
〒
2
7
0
―
1
6
0
6
印
西
市
平

賀
学
園
台
3
―
1
7
―
7
・
緯
碓98 
2

4
8
7
・
胃
碓98 
0
1
4
1
）。

第
2
回
 コ
ス
モ
ス
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

コ
ス
モ
ス
の
花
畑
で
、
秋
を
楽
し
も
う

■時 
9
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

25

10

3
時
。

■場 
ひ
ょ
う
た
ん
島
池
広
場
（
竹
袋
）。

■内 
郷
土
芸
能
、
模
擬
店
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
。
幼
児
、
小
学
生

対
象
の
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ム
も
あ
り

（
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
Ｐ
Ｋ
ゲ
ー
ム
は
　10

時
～
　
時
に
開
催
。
参
加
者
は
当

11

日
・
9
時
　
分
か
ら
受
け
付
け
）。

30

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
も
募

集
（
市
内
在
住
者
の
み
　
店
ま
で
）。

30

■問 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
ネ
ッ
ト
ち
ば
・

小
熊
（
■携 
0
9
0
―
4
6
2
8
―
3

3
5
0
）。

　
印
西
市
民
の
手
に
よ
る
市
民
ま

つ
り
と
し
て
印
西
市
の
魅
力
を
市

内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
市
の
地
場
産
品
の
販
売
や

市
民
団
体
な
ど
の
活
動
な
ど
の
紹

介
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
市
民
ま
つ
り
を
か

け
橋
と
し
て
、
市
民
お
よ
び
地
域

社
会
の
連
携
を
よ
り
一
層
高
め
、

多
く
の
市
民
お
よ
び
市
民
団
体
が

参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の

連
携
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
新
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源

を
再
発
見
す
る
こ
と
で
、
地
域
へ

の
愛
情
を
み
な
さ
ん
も
深
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

■場 
イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
屋
外
大
駐
車
場
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午

10

22

10

後
7
時
。

■内 
模
擬
店
・
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
・

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
み
こ
し
の

競
演
・
印
西
音
頭
の
踊
り
・
ミ
ニ

S
L
・
花
火
（
予
定
）・
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
（
豪
華
賞
品
）
な
ど
。

【
模
擬
店
を
募
集
】

　
午
前
　
時
～
午
後
7
時
で
　
テ

10

60

ン
ト
市
内
優
先
（
抽
選
有
り
）。

　
1
テ
ン
ト
2
間
×
2
間
（
出
店

料
有
り
）。
締
め
切
り
は
9
月
　15

日
牙
。
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■申 
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
、
ま
た
は
印
西
市
観
光

情
報
館
（
イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
店
1
階
）
に
も
申

込
用
紙
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。

■問 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
印
西
市
観
光
協
会

事
務
局
・
印
西
市
民
ま
つ
り
実
行

委
員
会
・
緯
碓42 
7
5
3
0
・
■ＨＰ h
t

tp
://w

w
w
.in
za
ik
a
n
k
o
u

k
y
o
k
a
i.c
o
m

）。

※
電
話
は
月
・
木
曜
日
の
午
前
9

時
～
午
後
3
時
。

平成２３年（２０１１）９月１日号（１０）

パート詠

男
の
料
理
教
室

　
旬
の
食
材
を
使
っ
て
、
み
な
さ
ん

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
料
理
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
臼
　
月
　
日
臥
、
渦
　
日
臥
、
嘘

10

15

29

　
月
　
日
臥
、
唄
　
月
3
日
臥
、
欝

11

26

12

1
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後
1

28

10

時
。

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■対 
市
内
在
住
の
成
人
男
性
。
■定 
　
人
。

10

■費 
回
ご
と
1
街
0
0
0
円
。

■申 
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で

（
先
着
順
）。

■問 
本
埜
公
民
館
（
胃
碓97 
3
1
4
1
）。

講
さ
れ
た
人
に
キ
ャ
ン
プ
用
品
の
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
テ
ン
ト

の
張
り
方
や
飯
ご
う
炊
飯
な
ど
、

キ
ャ
ン
プ
用
品
を
実
際
に
使
い
な
が

ら
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
の
楽
し
さ
を
満
喫

し
ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
～
午
後

10

15

3
時
（
雨
天
時
は
屋
内
で
実
施
予

定
）。

■場 
印
旛
公
民
館
（
瀬
戸
）。

■対 
成
人
お
よ
び
そ
の
家
族
（
現
地
集

合
で
き
る
人
）。

■定 
　
人
。

30
■費 
食
材
・
消
耗
品
代
と
し
て
1
人
4

中
央
公
民
館緯碓４２ 

２
９
１
１

小
林
公
民
館緯碓９７ 

０
０
０
３

本
埜
公
民
館緯碓97 

2
0
1
1

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

緯
碓４7 
2
1
1
2

地
区
健
康
推
進
員
活
動
（
印
旛
）

楽
し
く
歩
こ
う
！

「
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
体
験
」

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
気
持
ち
良
い
季

節
に
な
り
ま
し
た
。

　
気
軽
に
楽
し
め
る
約
5
娃
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
体
験
し
な
が
ら
、
印

旛
地
区
の
名
所
や
自
然
に
ふ
れ
あ
え

る
絶
好
の
機
会
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■時 
　
月
5
日
我
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

10

■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
（
美

瀬
）。

噛
講
師
…
地
区
健
康
推
進
員
。

■定 
　
人
。

20
■費 
無
料
。

■他 
タ
オ
ル
、
飲
み
物
。
動
き
や
す
い

服
装
・
履
き
慣
れ
た
靴
を
持
参
。

■申 
電
話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
地
区
健
康
推
進
員
・
和
田
（
緯
碓98 

0
7
1
5
）、
森
田
（
緯
碓98 
2
4
5

4
）。

そ
の
ほ
か

い
き
い
き
倶
楽
部
グ
ル
メ
編

　
秋
コ
ー
ス

■時 
　
月
　
日
我
、　
月
　
日
我
、
平

10

19

11

16

成
　
年
1
月
　
日
我
。

24

18

■対 
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
の
人
。

60

※
グ
ル
メ
編
春
コ
ー
ス
に
参
加
さ
れ

た
人
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
で
の
受

け
付
け
と
な
り
ま
す
。

■定 
　
人
。

20
■費 
材
料
費
な
ど
自
己
負
担
。

■申 
9
月
5
日
俄
・
午
前
　
時
か
ら
、

10

電
話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着

順
）。

■問 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

ヘ
ル
シ
ー
ダ
イ
エ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル

　
正
し
い
知
識
と
生
活
習
慣
の
見
直

し
で
、
健
康
的
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■時 
臼
　
月
　
日
臥
渦
　
日
臥
嘘
　
日

10

15

22

29

臥
・
い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
正
午

10

（
全
3
回
コ
ー
ス
・
渦
は
午
後
2
時

ま
で
）。

■対 
成
人
。

■定 
　
人
。

20
■内 
健
康
診
断
結
果
の
見
方
・
食
生
活

の
改
善
・
ら
く
ら
く
筋
ト
レ
。

■費 
材
料
費
・
保
険
料
実
費
分
。

■申 
電
話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先

着
順
）。

■問 
小
林
公
民
館
。

▲市指定無形民俗文化財でもある
　　　「いなざき獅子舞」

自
然
感
じ
る
！

わ
く
わ
く
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
！

（
キ
ャ
ン
プ
用
品
利
用
者
講
習
会
）

　
秋
の
一
日
、
緑
豊
か
な
自
然
の
な

か
で
、
初
め
て
出
会
う
仲
間
と
友
達

に
な
ろ
う
。

　
中
央
公
民
館
で
は
、
本
講
習
を
受

講
座
・
催
し

0
0
円
を
当
日
徴
収
し
ま
す
。

■他 
軍
手
・
水
筒
・
ふ
き
ん
・
タ
オ
ル
。

■申 
9
月
3
日
臥
・
午
前
9
時
か
ら
、

電
話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着

順
）。

■問 
中
央
公
民
館
。

合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併
記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記

 合
併
記
念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印
西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

「
印
西
市
民
ま
つ
り
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

 　
月
　
日
臥
に
開
催
決
定

10

22
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く
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

（
緯
内
線
2
8
8
・
2
8
9
）。

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

　
　
　
　
　
3
つ
の
基
礎
年
金

怯
老
齢
基
礎
年
金

　
保
険
料
を
納
め
た
期
間
（
免
除
期

間
・
合
算
対
象
期
間
を
含
む
）・
厚

生
年
金
を
納
め
た
期
間
等
の
合
計
が

原
則
　
年
（
3
0
0
月
）
以
上
あ
る

25

人
が
、　
歳
に
な
っ
て
か
ら
受
け
ら

65

れ
る
年
金
で
す
。

　
な
お
、　
歳
を
過
ぎ
れ
ば
希
望
に

60

よ
り
繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
る
こ

と
も
で
き
ま
す
が
、
そ
の
場
合
、
請

求
す
る
年
齢
に
よ
り
年
金
額
が
減
額

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
繰
り
上
げ
請

求
を
し
た
後
に
障
害
基
礎
年
金
の
請

求
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
市
役
所
で
手
続
き
が
可
能
な
も
の

は
、
年
金
の
加
入
期
間
が
第
1
号
被

保
険
者
期
間
の
み
の
人
で
す
。

　
第
3
号
被
保
険
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
妻
）
期
間
や
、
厚
生
年
金
等
の

加
入
期
間
の
あ
る
人
は
、
年
金
事
務

所
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

怯
障
害
基
礎
年
金

　
初
診
日
（
病
気
や
け
が
で
初
め
て

※
年
金
は
受
け
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、

本
人
か
ら
の
請
求
が
な
い
と
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
年
金
を
受
け
る
と
き
は

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い■問 
年
金
ダ
イ
ヤ
ル
（
緯
0
5
7
0
―

0
5
―
1
1
6
5
）、
国
保
年
金
課

高
齢
者
医
療
年
金
班
。

年
金
相
談
所
を
開
設

　
年
金
請
求
手
続
き
や
加
入
記
録
の

確
認
、
厚
生
年
金
に
関
す
る
こ
と
等

に
関
す
る
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
社
会
保
険
労
務
士
（
年
金
相
談

員
）
が
み
な
さ
ん
の
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。

※
事
前
に
基
礎
年
金
番
号
な
ど
が
分

か
ら
な
い
と
相
談
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
牙
・
午
前
　
時
～
午
後

22

10

3
時
　
分
。

15

■場 
市
役
所
会
議
棟
。

■定 
8
人
（
予
約
制
）。

■申 
9
月
9
日
画
ま
で
に
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班
。

働
き
た
い
高
齢
者
の
た
め
の
講
習
会

胸
日
程
…
下
表
の
と
お
り
。

■対 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
登
録
済
み

の
原
則
と
し
て
　
～
　
歳
の
人
。

55

65

■費 
無
料
。

※
修
了
者
は
後
日
開
催
の
合
同
面
接

会
に
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

■申 
9
月
　
日
我
ま
で
に
、
往
復
は
が

14

き
に
講
習
番
号
、
講
習
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
求
職
番

号
お
よ
び
返
信
用
は
が
き
に
あ
て
先

を
記
入
の
上
、
左
記
へ
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）。

■問 
花
千
葉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
（
〒
2
6
0
―
0
0
1

3
千
葉
市
中
央
区
中
央
3
―
9
―
1

6
・
緯
0
4
3
―
2
2
7
―
5
1
1

2
）。

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
出
張
版

怯
「
応
募
書
類
セ
ミ
ナ
ー
　
白
井
」

in

＆
ち
ょ
こ
っ
と
相
談

　
若
者
の
就
職
支
援
施
設
「
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
ち
ば
」
と
白
井
市
・
印
西

市
・
鎌
ヶ
谷
市
の
3
市
が
共
催
で
、

応
募
書
類
の
基
本
的
な
書
き
方
、
注

意
点
や
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、
さ
ら
に

魅
力
的
な
志
望
動
機
と
は
何
か
を
知

る
も
の
で
す
。

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
ち
ょ
こ
っ
と

相
談
（
1
人
　
分
程
度
）
を
行
い
ま

10

す
。
希
望
す
る
人
は
予
約
時
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
（
先
着
8
人
）。
ま

た
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
に
登
録
の
企
業

求
人
情
報
一
覧
の
閲
覧
も
で
き
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
牙
・
午
後
1
時
　
分
～

29

30

4
時
（
開
始
　
分
前
に
集
合
）。

10

※
ち
ょ
こ
っ
と
相
談
は
午
後
4
時
～

5
時
。

■場 
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
。

■対 
就
職
を
考
え
て
い
る
　
～
　
歳
の

15

39

人
。
次
の
よ
う
な
人
に
お
勧
め
の
セ

ミ
ナ
ー
で
す
。

▼
応
募
書
類
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

知
り
た
い
▼
履
歴
書
、
職
務
経
歴
書
、

添
え
状
の
書
き
方
が
分
か
ら
な
い
▼

魅
力
的
な
志
望
動
機
を
書
く
際
の
注

意
点
が
知
り
た
い
▼
基
本
を
確
認
し
、

書
類
の
見
直
し
を
し
た
い
。

■定 
　
人
。

20
■申 
電
話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

怯
「
応
募
書
類
診
断
　
白
井
」

in

　
み
な
さ
ん
の
履
歴
書
・
職
務
経
歴

書
・
添
え
状
な
ど
を
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
個
別
に
チ
ェ
ッ
ク

し
、
添
削
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

ま
す
。

■時 
　
月
　
日
我
・
1
人
　
分
間

10

12

20

で
、
次
の
開
始
時
間
で
対
応
臼

午
後
1
時
　
分
渦
午
後
2
時
嘘

30

午
後
2
時
　
分
唄
午
後
3
時
欝

30

午
後
3
時
　
分
蔚
午
後
4
時

30

（
開
始
　
分
前
に
集
合
）。

10

■場 
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
。

■対 
就
職
を
考
え
て
い
る
　
～
　

15

39

歳
の
人
。
次
の
よ
う
な
人
に
お

勧
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

▼
応
募
書
類
を
本
格
的
に
書
く

の
は
初
め
て
▼
現
在
ま
で
書
類

の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
こ
と
が

な
い
▼
応
募
書
類
が
な
か
な
か

通
過
し
な
い
▼
応
募
書
類
に
自

信
が
な
い
。

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
に
登
録
の
企
業
求
人
情

報
一
覧
の
閲
覧
も
で
き
ま
す
。

■定 
各
時
間
2
人
（
合
計
　
人
）。

12

■申 
電
話
で
左
記
へ
（
開
始
時
間

は
第
3
希
望
ま
で
お
願
い
し
ま

す
）。

■問 
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
（
電
話

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
査

費
用
を
助
成

　
市
で
は
、
4
月
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
の
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
検
査
費
用
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

■対 
市
内
在
住
の
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
は
対
象
外
で
す
。

臼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
滞
納

し
て
い
る
人
。

渦
市
で
実
施
す
る
健
康
診
査
を
受
診

し
た
人

胸
助
成
額
…
次
の
と
お
り
。

▼
人
間
ド
ッ
ク
…
検
査
費
用
の
2
分

の
1
（
3
0
街
0
0
0
円
限
度
）。

▼
脳
ド
ッ
ク
…
検
査
費
用
の
2
分
の

1
（
2
0
街
0
0
0
円
限
度
）。

■申 
検
査
医
療
機
関
に
予
約
を
し
た
後
、

検
査
を
受
け
る
前
に
被
保
険
者
証
・

印
鑑
を
持
参
し
左
記
窓
口
、
ま
た
は

印
旛
支
所
・
本
埜
支
所
の
市
民
福
祉

課
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
前
に
受
検
す
る
と
、
検
査
費

用
の
助
成
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

医
師
の
診
断
を
受
け
た
日
）
が
、
国

民
年
金
に
加
入
中
の
と
き
、
ま
た
は

　
歳
か
ら
　
歳
未
満
の
と
き
、
そ
の

60

65

病
気
や
け
が
で
一
定
の
障
害
の
状
態

に
な
っ
て
い
る
場
合
、
初
診
日
の

前
々
月
ま
で
の
加
入
期
間
の
3
分
の

2
以
上
の
保
険
料
納
付
が
あ
る
（
免

除
期
間
を
含
む
）
か
、
直
近
1
年
間

に
保
険
料
の
滞
納
が
な
け
れ
ば
、
障

害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、　
歳
を
超
え
て
か
ら
の

65

請
求
の
場
合
、
初
診
日
か
ら
1
年
半

後
の
診
断
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、　
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
場

20

合
で
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
人

が
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
と
き
は
、

保
険
料
の
納
付
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
本
人
の
所
得
に
よ
る
制
限
が
あ

り
ま
す
。

　
障
害
基
礎
年
金
に
は
1
級
と
2
級

が
あ
り
、
年
金
額
は
1
級
で
9
8

6
街
1
0
0
円
、
2
級
7
8
8
街
9

0
0
円
で
す
。

　
ま
た
、
年
齢
が
　
歳
未
満
の
子
か

18

　
歳
未
満
の
障
害
の
子
が
い
る
場
合

20は
、
加
算
が
あ
り
ま
す
。

怯
遺
族
基
礎
年
金

　
国
民
年
金
加
入
中
や
、
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
る
資
格
を
満
た
し
た
人

が
死
亡
し
た
と
き
、
死
亡
日
の
前
々

月
ま
で
の
加
入
期
間
の
3
分
の
2
以

上
の
保
険
料
納
付
が
あ
る
（
免
除
期

間
を
含
む
）
か
、
直
近
1
年
間
に
保

険
料
の
滞
納
が
な
い
な
ど
の
条
件
を

満
た
し
て
い
る
場
合
に
、
死
亡
し
た

人
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

た
子
の
あ
る
妻
、
ま
た
は
子
に
、
子

が
　
歳
に
な
る
年
度
末
ま
で
、
障
害

18
の
あ
る
子
の
場
合
は
　
歳
に
な
る
ま

20

で
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
額
は
基
本
額
7
8
8
街
9
0

0
円
に
、
子
が
2
人
ま
で
は
1
人
に

つ
き
、
各
2
2
7
街
0
0
0
円
。
3

人
目
以
降
は
1
人
に
つ
き
7
5
街
6

0
0
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

国
保
・
年
金

就
労

胸働きたい高齢者のための講習会胸
会場定員講習期間講習名講習番号

柏の葉公園センター
（柏市）

２５人
９/２８我～１０/１８峨（10日間）・
午前９時３０分～午後4時３０分

マンション管理員養成２４

ニチイ学館松戸校
（松戸市）

３０人
１０/４峨～１１/２５画（11日間）・
午前９時３０分～午後4時３０分

チャイルドヘルパー養成
（子育て関連施設での就労が目標）

１９

ニチイ学館柏校
（柏市）

２０人
１０/４峨～１２/１９俄（16日間）・
午前９時～午後5時

介護員養成２級課程（通信教育および実
技・実習により介護員２級資格を取得）

４

ホームメイド協会船
橋校（船橋市）

２０人
１０/１１峨～１０/１９我（７日間）・
午前９時～午後4時

"介護食調理（調理師免許および介護員資
格を持つ方も歓迎します。）

２６

柏の葉公園センター
（柏市）

２５人
１０/１７俄～１１/１０牙、１２/５俄（8
日間）・午前９時３０分～午後5時

セキュリティスタッフ（警備員）技能１５

9月309月30日日画画はは国民健康保険国民健康保険税税・・
後後期期高高齢齢者者医医療療保保険険料料・・介護保険料介護保険料

の納期の納期限限
　9月30日画は、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・
介護保険料の第3期納期限です。納め忘れのないようにお願
いします。口座振替をご利用の人は、残高不足のないようご
確認ください。
　納付が困難な場合は、そのままにせず下記窓口にて納付相
談をしてください。
【保険税（料）が未納の場合】
　保険税（料）を未納のままにすると、各保険サービスを利
用する際に制限を受ける場合があります。
架【国民健康保険税について】国保年金課保険税班（緯内線
281～284）。
【後期高齢者医療保険料について】国保年金課高齢者医療年
金班（緯内線288・299）。
【介護保険料について】介護福祉課介護保険班（緯内線277）。
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＆
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小児科医の久山先生を囲んで！

胸内容…「子どもの発達」。
胸日時…９月７日我・１３：３０～１５：００。
胸会場…そうふけつどいの広場。
胸定員…先着３０組（保育はありません）。
※１日牙９：００から窓口・電話にて受け付け。
架そうふけつどいの広場（緯碓4７ ７８８０）。

子育て情報コーナ子育て情報コーナーー
【子育て支援センター】　主な対象：就学前の子どもとその保護者

対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名
親子のふれあい遊びと10月のカレ
ンダー作り。対象：0～1歳児の子と
その保護者。当日自由参加。会場：サ
ザンプラザ。詳細はおたより「たけの
こ」参照。

にこにこハッ
ピー

１日牙
10：３0～1２：00

中央駅前子育て
支援センター
※改修工事の為、
問い合わせ・申
し込みは（中央
公民館緯○４２ 
２９１１）まで

対象：8カ月くらいまでの子と保護者、
妊産婦。会場：サザンプラザ。定員：２５
組。1日牙10：00から電話で受け付
け。（中央公民館緯○４２ ２９１１）まで。

ベビー
　マッサージ

１５日牙
10：３0～1２：00

看護師のアドバイスと身体測定。
テーマ：虫さされ予防と対処。手遊び
や読み聞かせあり。対象0歳児とそ
の保護者。会場：サザンプラザ。当日
自由参加。

ナースの
　　ポケット

２９日牙
1０：30～12 ：00 

対象：３カ月～１歳６カ月児とその
保護者。テーマ「夜泣きについて」。他の質
問も受け付け。電話・窓口で予約。当日受
け付けも可。

バブバブ
　　クラブ

７日我・１４日我・
２１日我
10：00～

小林子育て
支援センター
（緯碓80 8700）

対象：就学前児とその保護者。２歳保
育園児と一緒に楽しみましょう。電
話・窓口で予約。当日受け付けも可。

リズム交流会５日俄・２８日我
10：00～10：４0

対象：利用されている全保護者。お茶
を飲みながらホットタイムを過ごし
ましょう。１０組。電話・窓口で予約。当
日受け付けも可。

ふれあい
　　お茶の会

１６日画
10：０0～1１ ：00 

親子で遊べる場所やコーナー遊びを
提供。広場は10：00～14：00まで
開催。各コーナー遊びは左記の時間
になります。※ランチルームとして
12：00～12：50まで児童館遊戯室
を開放します。

簡単クラフト毎週水曜日
10：00～１１：１５

こぎつね
コンタの広場
（ふれあい文化
館内緯碓４５ ３８００）

元気に遊ぼう毎週木曜日
10：00～１１：３0

手遊びやうた
遊び、お話シ
アター

毎週金曜日
１１：３0～１1：４５

秋の壁面づくりやボール遊びを楽し
みましょう。

おいでよ！
わくぽか広場

毎週水～金曜日
9：00～14：00

わくわく
ぽかぽか広場
（総合福祉
センター内
緯○４２ ０１４４）

対象：子育て中の保護者。定員１６人
（先着順）。材料費600円。託児あり。
１日牙・午前９時から電話または窓
口で受け付け。

ママ講座「ハ
ロウィンを料
理で楽しも
う！」

２８日我
１０：００～１２：００

９月生まれのお友達をお祝いし
よう。対象：０歳児～就学前児
とその保護者。当日自由参加。

誕生会１５日牙
１３：００～１３：２０

親子で遊べる場所やコーナー遊び
ができる広場。広場は10：00～
15：00まで開催。３０日画は『音
楽でゴー・ゴー！スペシャル』を
開催。詳しくは、おたより「ぽん
ぽこ通信」を参照。

ブックマーク
作り

毎週水曜日
１０：00～1５：00

マメタのぽん
ぽこ広場
（いんば児童館
緯○８０ ３９５０）

エプロン
　　シアター

毎週木曜日
１1：４0～1１：５５

音楽で
ゴー・ゴー！

毎週金曜日
１１：４0～１１：５５

保育士と体操やリズム遊びをしたり、
絵本やパネルシアターの読み聞かせ。
当日自由参加。

ぽっかぽか
　　　タイム

毎週火曜日から金曜日
1１：00～１１：30

滝野子育て
支援センター
緯○９７ １８２２

対象：１歳未満児とその保護者。ふ
れあい遊びや絵本の紹介、看護師か
らのワンポイントアドバイスも。

ママ友クラス１４日我
１０：30～11 ：30

親子で楽しく体を動かしましょう。
対象：１歳６カ月～３歳児とその保
護者。１５組。先着順。２日画１０：
００から電話または窓口で受け付け。

親子で体操
「３Ｂ体操」

２８日我
１１：00～1２：00

対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名
講師：田辺治子氏。対象：未就学児と
その保護者1３組（保育あり）、２人
保育は１組。参加費500円。先着順。
1日牙9：00より窓口で受け付け。

母親講座
「気軽にカ
フェを楽しも
う」

2８日我
1０：３0～１２：００

つどいの広場
（緯○４７ ７８８０）

飾ってもかわいいスクラップ
ブッキングに挑戦しよう。対象：1
歳半まで親子。先着20組。1日牙
9：00～窓口・電話で受け付け。

「ミニチェ
リーランド」
（要申し込
み）

２７日峨
１１：００～

①お話と手遊び・リズム・ラララ
ン・絵本ガイド・ベビーマッサー
ジ・測定②ベビー＆ママＹＯＧＡ・
誕生会・エアロビ・パパを楽しもう。

講座
（①自由参加）
（②要申し込み）

１１：００～11：３０
各開催日は左記まで

親子ふれあい遊びや絵本の読み聞かせ、ダ
ンス、ゲーム遊びなどを行います。対象：俄
２歳～就学前児、我１歳児、画０歳児。

こあらっこ
　　　タイム

毎週月、水、金曜日
10：30～11：30

西の原保育園
こあら
（緯碓４５ ０２９１）

親子で一緒に敬老の日のプレゼント
作りをしましょう。対象：０歳～就学
前児とその保護者。当日自由参加。

敬老の日の
プレゼント作り

１２日俄～１６日画
1０：００～1２：００
１３：００～１５：0０

９月生まれのお友達をお祝いしよ
う。対象：０歳児～就学前児とそ
の保護者。当日自由参加。

誕生会１５日牙
10：30～11：３0

制作、リトミック、英語など親子
で楽しめるさまざまな活動。詳し
くは「てんとうむしだより」参照。

てんとうむし
で遊ぼう毎週火、水、木曜日

9：30～14：30原山保育園
（みんなのおへ
や緯碓４７ ６６33）

常勤の看護師による子育てや健康
の相談。最終水曜日は身体測定。

子育て相談＆
身体測定

大小2つの築山が魅力の「土の園
庭」を自由に使うことができます。園庭開放毎週火、水、木曜日

11：00～12：00
室内の広場を開放しています。親
子で自由に遊べるスペースです。
毎月誕生会も開催。

ＪｏｙＪｏｙ
クラブ

毎週月～金曜日
９：0０～１２：００
１３：００～１５：0０

しおん保育園
（しおんひろ
ば）緯○４６ １３２９）

親子制作工作、ダンス、ゲームな
ど。詳しくは「しんひろばだよ
り」をご覧ください。

チャレンジ
　　　クラブ
（自由参加）

毎週月、火、水、金曜日
10：2０～１0：5０
毎週木曜日

11：３0～１２：００
保護者の責任のもと、指定された
遊具や砂場で遊べます。園庭開放毎週月～金曜日

1１：00～1２：00
お子さんと一緒に敬老の日にちなんだ
制作物を作ってみませんか。自由参加。

敬老の日
　　制作週間

１２日俄～１６日画
９：０0～11：１５

山ゆり保育園
（ぴよぴよくら
ぶ緯○９８ ３７７３）

９月生まれのお友達をお祝いしよ
う。対象：０歳児～未就学児とそ
の保護者。当日自由参加。

誕生会１６日画
1１：00～11：３０

保育園の離乳食を試食できます。
初期・中期・後期・完了期を食べ
ている乳児とその保護者３組。

離乳食試食会
２０日峨１1：０0～
（９日画１０：００～受
け付けぴよぴよにて）

※要予約。栄養士による講座と試
食会。詳しくはHP内の子育て支援
のページで毎月ご案内しています。

栄養相談
６日峨、1３日峨、２０
日峨、２７日峨
10：00～12：00

銀の鈴保育園
（かんがる～広
場）
緯碓47 7566
HPからも予約が
できます。活動の
ある日は14：
00までお部屋を
開放しています。

看護師による講座と健康相談、身体
測定。詳しくはHP内の子育て支援の
ページで毎月ご案内しています。

発達相談
すこやか講座

１日牙、８日牙、１５日
牙、２２日牙、２９日牙
9：45～10：30

制作、リズム、お話など。詳しくはHP
子育て支援のページ参照。※2８日我13：
00～親子英語教室開催。電話で予約。

子育て支援
７日我、１４日我、
２１日我、2８日我
9：45～10：30

※事業の申込みについては、本人または家族に限ります。子育てに関する相談も受け付けています。

【公園で遊ぼう（支援センターから）】11：00～11：45※雨天時中止
担当センター内　容会　場日　時

（祝・休日除く）

中央駅前子育て支援センター
（改修工事の為、問い合わせは中央公
民館まで中央公民館緯○４２ ２９１１）

集まれ！駅前ひろば
親子のふれあい遊び

サザンプラザ１６日画

イオンホール３０日画

小林子育て支援センター
（緯○８０ ８７００）

リズム遊び
敬老の日にむけて

草深公園６日峨
木下はなみずき公園２０日峨

山ゆり保育園ぴよぴよクラブ
（緯○９８ ３７７３）体を使う遊び萩原公園

３０日画
１０：００～
　１１：００

西の原保育園こあら（緯○４５ ０２９１）親子ふれあい遊び西の原公園６日峨
滝野子育て支援センター（緯○９７ １８２２）親子ふれあい遊びたきのひかりのおか公園２９日牙

平成２３年（２０１１）9月１日号（１２）

【児童館】主な対象：18歳未満の子どもとその保護者

対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名

親子のふれあい遊びと10月のカレン
ダー作り＆９月生まれの誕生会。対
象：２～３歳児の子とその保護者、誕
生児は0歳～就学前児。場所：サザン
プラザ。当日自由参加。詳細はお
たより「たけのこ」を参照。

すこやかキッズ
　　　＆誕生会

７日我
１０：３0～1２ ：00

中央駅前
児童館
※改修工事の
為、問い合わ
せ・申し込みは
（中央公民館緯
○４２ ２９１１）まで

対象：未就学児を持つ親。先着
１６人。１日牙１０：００から電話ま
たは窓口で受け付け。託児あり、
先着１０人。材料費自己負担。

彩りのティータイ
ム「グラスアート」

２２日牙
１０：00～1２ ：00

そうふけ
児童館
（緯○４5 ３８００）

多目的室を開放。バドミントンを
しよう！対象：小学生～高校生。
当日自由参加。

わんぱくランド
１日牙、８日牙、１５日
牙、２２日牙、２９日牙
1５：00～１６：４５

対象：1歳6カ月～3歳6カ月ま
での子とその保護者。先着20組。
２日画10：00から電話・窓口で
受け付け。

ほっぺに
　　チュッ！
「ミニ運動会」

２９日牙
10：00～１１：００

テーマ：運動遊び＆運動会。対象：未
就学児とその保護者。当日自由参加。わんぱくタイム毎週金曜日

10：00～11：00
子ども
ふれあい
センター
（緯○４２ ０１４４）

軽スポーツでふれあいを。対象：
市内在住小学生以上高齢者まで。
自由参加。

ファミリー
スポーツ広場

毎週土曜日
1４：00～1６：00

対象：小学生以上。先着25人。
参加費：1人600円。3日臥9：
00から電話または窓口で受け付け。

ハッピーフレ
ンズ（清水公
園に行こう！）

１０月１日臥
８：３0～1６：00

１４日は準備。当日自由参加。２９日
はあきまつり。事前申し込み制。対
象：未就学児と保護者。詳細は、ぽ
んぽこ通信参照。

フルーツランド
「あきまつり」

１４日我、２９日牙
1１：10～11：５0

いんば児童館
（緯碓80 3950）

「ブックマーク作り」。対象：小学生。
先着１５人。当日受け付け。キラキラキッズ２２日牙

1５：３0～1６：30

お知らせ

おはなし会
　図書館では定期的におはなし会を行っています。紙芝居
や大きな絵本など、楽しいおはなしをご用意してお待ちして
います。
　９月の日程は下記のとおりです。

日時（祝・休日除く）会　場
１１日蚊、2５日蚊・15：00～大森図書館（おはなし室）

２４日臥・15：00～小林図書館（遊戯室）
       ①１０日臥、２４日臥・1１：00～
       ② ３日臥、１７日臥・1５：00～そうふけ図書館（おはなしのへや）

１日牙、８日牙、１５日牙、２２日牙、２９日牙
15：30～小倉台図書館（おはなし室）

１７日臥・1０：３0～本埜図書館（おはなしコーナー）
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転入者のみなさんへ保健センター通信 中央保健センター
（緯碓４２ ５５９５）

時　間会　場対　象内　容日　付

受け付け／９：４５～１０：００
高花保健センター

Ｈ23年３月生まれ
４カ月児相談１５日牙

受け付け／13：30～13：45Ｈ23年４月生まれ

受け付け／９：４５～１０：００
中央保健センター

Ｈ2３年1月～2月生まれ
もぐもぐ教室
（離乳食教室）
※

１６日画

高花保健センター2７日峨

受け付け／13：30～１3：45
中央保健センター

Ｈ22年１０月～１１月生まれ
かみかみ教室 
（離乳食教室）
※

1６日画

高花保健センター
2７日峨

受け付け
１３：００～１３：３０

開始
１３：００～

Ｈ2２年２月生まれ
１歳６カ月児健診

１３日峨

本埜保健センターＨ21年１２月～
　　　H２２年２月生まれ

１４日我

高花保健センターＨ2１年６月生まれ
２歳児歯科健診

６日峨

本埜保健センターＨ2１年4月～６月生まれ２１日我

高花保健センターH20年３月生まれ
３歳児健診

2日画

中央保健センターＨ20年２月～３月生まれ７日我

※離乳食教室は、開催の１週間前までに中央保健センターへお申し込みください。
試食費１００円。詳しくはお知らせをご覧ください。

■乳幼児健診・相談・教室

　     ●予防接種、乳幼児健診・相談・教室を受ける場合●
　ガイドブックの中にある予診票を記入し持参。保護者の同伴が
必要です。

碓伺 
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

胸
妊
婦
・
乳
児
健
康
診
査
受
診
票
の
未
手
続
き
の
妊
婦
と
０
歳
児
の
保
護
者
は
、
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

胸
予
防
接
種
実
施
状
況
が
未
届
け
の
場
合
、
健
診
票
・
予
診
票
が
届
か
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
　
歳
未
満
の
人
）。
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胸
市
外
に
通
学
し
て
い
る
小
学
６
年
生
（
第
２
期
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）
の
予
防
接
種
、
小
学
6
・
中
学
１
年
生
お

よ
び
高
校
2
・
３
年
生
相
当
年
齢
の
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
M
R
）
予
防
接
種
、
平
成
7
年
6
月
1
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
の
日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
個
別
接
種
と
な
り
ま
す
の
で
、
未
接
種
の
人
は
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

●プレママクラス９月(3回)対象は市内在住の妊婦と家族※申込制
時　間内　容会　場日　付

１０:０0～
　1４:00

お母さんと赤ちゃんの栄養（お話
と調理実習）※エプロン、三角き
ん、ふきん２枚持参、参加費300円

高花保健
センター

１日牙

１３:０0～
　1６:00

妊娠中の過ごし方（助産師さんの
お話）、妊婦体操など５日俄

プレ子育て体験（沐浴・おむつの
替え方など）１２日俄

■妊婦対象（栄養や日常生活の相談など）

※祝・休日は実施していません。

市税などの
「夜間・休日収納窓口」
　２４日臥は8：30～12：30、３０
日画は20：00まで、収納窓口を
開設しています。
　また、納付相談も随時行います。
胸開設場所…市役所国保年金課。
※出入口は正面玄関をご利用く
ださい。
胸取扱税（料）目…市民税・県民税、
固定資産税・都市計画税、軽自動
車税、国民健康保険税、介護保険
料および後期高齢者医療保険料。
胸必要書類…納税通知書など、納
付相談の場合は印鑑。
架市民税課収納管理班（緯内線
３１６）、国保年金課保険税班（緯内
線281）、国保年金課高齢者医療
年金班（緯内線299）、介護福祉課
介護保険班（緯内線277）。

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話市長談話室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシスススススススススススススススススススス（オアシス）））））））））））））））））））））

　市長と直接対話のできる市長談話
室。下表の日程（変更の場合あり）
で開設しています。予約は不要です。
架秘書広報課広報広聴班（緯内線
418・419）。

午後2時
　～4時

午前10時
　～正午

○
9月27日峨
ふれあいセンター

いんば

○9月28日我
本埜支所

平成23年1月1日～平成23年7月31日
死者数傷者数人身事故発生数
92人15,900人12,948件千 葉 県
7人407人331件印西警察署管内
6人238人196件印 西 市 内

全国死者数　2,466人　千葉県－全国ワースト6位

胸交通事故発生状況胸
平成2３年7月３１日現在

昨年との比較今年の累計7月
　＋9件３5件３件火災

　＋３３7件1,956件318件救急
＋5件23件4件救助

胸火災等発生件数（印西市内）胸

■予防接種
時　間会　場対　象内　容日　付

受付／
１３：30
～１３：５０

ふれあいセンター
いんば

生後４カ月～
７歳６カ月未満ポリオ

１２日俄

高花保健センター２０日峨

中央保健センター２２日牙

●健康づくり相談　※予約制
時　　　間会　場日　付

１０：００～１２：００

中央保健センター ８日牙
本埜保健センター1３日峨
ふれあいセンターいんば１５日牙
高花保健センター2６日俄

※上記日程以外でも来所または電話で、健康づくり相談を行ってい
ます。担当者不在の場合もありますので、来所の際はあらかじめ中
央保健センターまでご連絡ください。

■一般対象（血圧測定ほか、生活習慣病予防・栄養相談など）

今月の各種相談
問い合わせ会　　　　場日　　　　時相　談　名

市民課窓口班
緯内線235・238

市役所会議棟２階

9日画、2７日峨
10：00～12：00、13：00～15：00

【当日8：45から受け付け】※先着8人。

市民生活相談
相談員による日常の諸問題（家族・近
隣関係など）

9日画、2７日峨
10：00～12：00、13：00～15：00

【当日8：45から受け付け】
※日にちにより弁護士が異なります。９日は先着１０人、２7日は先着20人。

法律相談
弁護士による法律相談

市民安全課市民安全班
緯内線712・713

9日画
10：00～12：00、13：00～14：30

【当日8：45から受け付け】

交通事故相談
交通事故相談員による相談

秘書広報課広報広聴班
緯内線418・4199 日画

10：00～12：00、13：00～15：00
【当日8：45から受け付け】

行政相談
行政相談員による行政（国・県含む）
に対する苦情など

市民課戸籍班
緯内線232・233

人権相談
人権相談員による相談

印西市
消費生活センター
緯碓４２ ３３０６

市役所附属棟
消費生活センター

19日華、２３日華を除く毎週月、火、水、金曜日
10：00～12：00、13：00～16：00

【電話相談も可】

消費生活相談
消費生活相談員による商品の品質、訪
問販売の苦情などの相談

印西市商工会
緯碓４２ 2750中央公民館

11日蚊
10：00～12：00、13：00～15：00

【事前予約優先】

住宅相談
商工会工業部会によるリフォームなど
の相談

家庭児童相談室
緯碓４２ 5180直通

市役所1階家庭児
童相談室

19日華、２３日華を除く毎週月～金曜日
9：00～16：00
【電話相談も可】

家庭児童相談・母子自立支援
相談
子ども（１８歳未満）と家庭の問題を、
面接、訪問、電話で相談。母子・父子
家庭の日常的な悩みや困りごとについ
て相談。

社会福祉協議会
（総合福祉センター内）
緯碓４２ 0294

総合福祉センター
19日華、２３日華を除く毎週水、金曜日
10：00～12：00、13：00～15：00

心配ごと相談
日常の生活や家族のことなどの相談員
による悩みごと相談

教育相談専用電話
緯碓４７ 7830教育センター

19日華、２３日華を除く毎週月～金曜日
9：30～12：00、13：00～15：30

教育相談
教育相談員による小・中学校の教育に
関する相談

19日華、２３日華を除く毎週月～金曜日
9：00～17：00

子ども相談室
小・中学生からの悩み相談

家庭児童相談室
緯碓４２ 5180市役所附属棟2階

１日牙、１５日牙、２９日牙
10：00～12：00、13：00～16：00
【予約制・1人50分・電話相談も可】

女性の悩み相談
女性が抱えている悩み全般

夜、子どもが急に具合が悪くなったら
印旛市郡小児初期急病診療所（休日・夜間のみ）

佐倉市健康管理センター内（佐倉市江原台２－２７）
午後７時～翌朝６時平日・土曜日診療時間 午前９時～午後4時45分・午後７時～翌朝６時日曜・祝日、年末年始

緯０４３－４８５－３３５５（診療時間内のみ）電話番号

こども急病電話相談
　受診したほうが良いのか、様子を見ても大丈夫なのか。看護師や小児科医が電話
でアドバイスします。

午後７時～１０時毎日相談時間
緯＃８０００（局番なし）プッシュ回線電話番号
緯０４３－２４２－９９３９ダイヤル回線・携帯電話

（１３）平成２３年（２０１１）9月１日号

今月の市民課窓口業務の土曜・日曜開庁日程は、
　脅市役所本庁…10日臥・24日臥（8：30～17：15）。
　脅印旛支所…毎週土曜日（8：30～12：00）。
　脅滝野出張所…毎週土・日曜日（8：30～17：15）
です。
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（評）緑と色鮮やかなもみじ
のコントラストが絶妙、神
社の趣が充分に引き出され
た作品。

第20回　ふるさと発見フォトコンテスト

怯佳作
怯宗像神社の紅葉（師戸）
怯笠井幸夫（師戸）

こちら編集こちら編集室室

秘書広報課広報広聴班

よ
く
見
…
よ
く
聞
き
…

　
　
　
　
正
し
く
お
知
ら
せ

 貧
血
は
病
気
の
シ
グ
ナ
ル

－１０２－

印西市観光協会主催

厚揚げときのこの和風いため
いろいろ食べて生活習慣病予防！

　材料（４人分）
厚揚げ２枚、シメジ１株、エノキタケ１袋、エリンギ１
株、マイタケ１株、ニンジン１／２本、サヤインゲン８
本、【調味料】油適量、めんつゆ（希釈後）１００悪、水溶き
かたくり粉適量。
　作り方
①ニンジンは千切り、キノコ類はヘタを取り適当な大
きさにし、厚揚げは油抜きをして1口大に切る。
②インゲンは食べやすい大きさにきり、ゆでる。
③フライパンに油を敷き、ニンジン・キノコをいためて
皿に取り出し、油揚げを入れて両面を焼きつけて、ニン
ジン・キノコをフライパンに戻す。
④●３ にめんつゆを入れ、１～２分煮る。
⑤仕上げに水溶きかたくり粉でとろみをつける。
⑥器によそい、彩りでゆでたサヤインゲンを添える。
★１人分の栄養価★
エネルギー111kcal、たんぱく質6.9g、脂質6.9ｇ、カル
シウム 85mg、塩分0.8ｇ。　
提供…地区健康推進員のみなさん。

碓碓1８1８６６ 

　
今
回
の
健
康
　
で
「
貧
血
」
に
関
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し
て
の
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

貧
血
で
倒
れ
、
病
院
で
診
察
し
た
結

果
、
原
因
と
な
る
病
気
が
発
見
さ
れ

た
と
い
う
話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

私
も
ひ
と
月
前
の
朝
、
仕
事
を
始
め

よ
う
と
し
た
時
、
目
の
前
が
く
ら
く

ら
し
て
頭
が
膨
張
し
て
い
る
よ
う
な

頭
痛
を
感
じ
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
血

圧
を
測
っ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
最
高

血
圧
が
1
5
0
、
最
低
血
圧
が
1
1

0
と
い
う
数
値
で
、
測
っ
て
い
た
だ

い
た
保
健
師
さ
ん
に
早
め
に
病
院
へ

行
く
よ
う
す
す
め
ら
れ
、
そ
の
足
で

か
か
り
つ
け
の
病
院
へ
。
症
状
を
説

明
し
、
診
察
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ

高
血
圧
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
思
え

ば
数
年
前
か
ら
同
じ
よ
う
な
頭
痛
や

立
ち
く
ら
み
な
ど
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
放
置

せ
ず
、
病
院
で
診
察
し
て
も
ら
う
事

が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。　
　
 〇Ｈ 

平成２３年（２０１１）９月１日号（１４）

　
ひ
と
こ
と
で
貧
血
と
い
っ
て
も
、

実
際
に
は
い
ろ
い
ろ
な
症
状
が
あ
り
、

原
因
に
よ
っ
て
は
そ
の
背
後
に
病
気

な
ど
が
隠
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

　
今
月
は
女
性
に
多
く
み
ら
れ
、
男

性
や
成
長
期
の
小
・
中
学
生
も
気
を

つ
け
た
い
「
貧
血
」
の
お
話
で
す
。

怯
貧
血
っ
て
ど
ん
な
状
態
？

　
酸
素
を
全
身
に
運
ぶ
血
液
中
の
赤

血
球
や
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
減
少
し
て
、

脳
や
心
臓
、
筋
肉
な
ど
全
身
の
組
織

が
酸
素
不
足
に
な
る
状
態
で
す
。
酸

素
を
十
分
に
運
べ
な
く
な
る
の
で
、

め
ま
い
、
動
悸
、
息
切
れ
、 倦
怠
感
 、

け
ん
た
い
か
ん

顔
色
が
悪
い
な
ど
の
症
状
が
あ
り
、

鉄
欠
乏
性
貧
血
で
は
加
え
て
、
ス

プ
ー
ン
状
爪
、
口
の
端
が
切
れ
る
な

ど
の
症
状
を
き
た
し
ま
す
。

怯
貧
血
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま

①
鉄
欠
乏
性
貧
血
…
一
番
多
く
み
ら

れ
る
貧
血
で
、
赤
血
球
の
原
料
と
な

る
鉄
分
の
足
り
な
い
食
事
、
慢
性
胃

炎
な
ど
に
よ
る
鉄
の
吸
収
障
害
、
体

の
急
激
な
成
長
、
胃
潰
瘍
や
歯
周
病
、

痔
、
子
宮
筋
腫
な
ど
に
よ
る
出
血
が

原
因
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
、

　
そ
し
て
、
女
性
で
は
月
経
、
妊
娠
、

授
乳
に
よ
る
鉄
分
不
足
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

②
溶
血
性
貧
血
…
赤
血
球
の
寿
命
が

短
く
な
っ
て
生
産
が
追
い
つ
か
な
く

な
る
た
め
に
お
こ
る
貧
血
で
す
。

③
造
血
障
害
に
よ
る
貧
血
…
血
液
を

つ
く
る
骨
盤
の
障
害
な
ど
に
よ
り
赤

血
球
が
少
な
く
な
る
状
態
（
再
生
不

良
性
貧
血
な
ど
）
で
す
。
こ
の
よ
う

に
、
貧
血
は
さ
ま
ざ
ま
で
思
わ
ぬ
病

気
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
症
状
が
み
ら

れ
た
り
、
健
診
結
果
で
再

検
査
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

受
診
し
て
原
因
を
確
か
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

怯
女
性
に
貧
血
が
多
い
理

由　
女
性
の
約
一
割
が
鉄
欠

乏
性
貧
血
と
い
わ
れ
て
お

り
、
特
に
若
い
女
性
に
多

く
み
ら
れ
ま
す
が
、
中
高

年
女
性
も
意
外
に
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
女
性
ホ
ル

モ
ン
の
作
用
や
月
経
と
い
っ
た
女
性

特
有
の
原
因
の
ほ
か
、
少
食
や
過
度

の
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
食
品
の
偏
り
な
ど

に
よ
る
栄
養
不
足
も
原
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
傾
向
は
成
長
期
の
小
・

中
学
生
に
も
み
ら
れ
、
平
成
　
年
度
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の
小
児
生
活
習
慣
病
予
防
検
診
結
果

で
は
5
・
9
％
の
児
童
生
徒
が
貧
血

検
査
で
要
精
密
検
査
で
し
た
。
若
年

世
代
か
ら
食
生
活
な
ど
に
十
分
気
を

つ
け
て
貧
血
を
予
防
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

怯
食
事
で
鉄
分
を
し
っ
か
り
と
ろ
う

　
ま
ず
は
、
三
食
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食

事
を
し
ま
し
ょ
う
。
朝
食
抜
き
や
過

激
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
は
十
分
な
栄
養

が
取
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
鉄
分
を
含

む
食
品
を
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
合
わ
せ
て
動
物
性
た
ん

ぱ
く
質
、
ビ
タ
ミ
ン
C
を
食
べ
る
と

鉄
分
が
吸
収
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
葉
酸
、
亜
鉛
、
銅
な
ど
も
貧

血
予
防
に
気
を
つ
け
た
い
栄
養
素
で

す
。
ビ
タ
ミ
ン
ミ
ネ
ラ
ル
の
多
い
食

品
を
食
べ
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

怯
食
事
で
気
を
つ
け
た
い
こ
と

　
食
事
中
や
食
後
の
お
茶
や
コ
ー

ヒ
ー
、
紅
茶
な
ど
に
含
ま
れ
る
タ
ン

ニ
ン
は
鉄
分
の
吸
収
を
妨
げ
る
の
で

飲
み
す
ぎ
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
加

工
食
品
が
多
い
食
事
で
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
摂
取
で
き
ま
す
が
、
ビ
タ
ミ

ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
不
足
し
が
ち
に
な

り
、
貧
血
を
招
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

怯
生
活
全
体
を
見
直
し
て
貧
血
予
防

①
適
度
な
運
動
を
す
る

　
日
ご
ろ
か
ら
運
動
を
し
て
い
る
と
、

血
液
が
酸
素
を
よ
く
吸
収
す
る
よ
う

に
な
り
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
作
ら
れ
や

す
く
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
あ
ま
り

激
し
い
運
動
は
逆
効
果
で
す
。
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
や
水
泳
な
ど
無
理
の
な

い
有
酸
素
運
動
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

②
十
分
な
休
養
（
睡
眠
）
を
と
る

　
過
労
や
ス
ト
レ
ス
も
、
貧
血
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
日

ご
ろ
の
体
調
や
健
診
結
果
、
食
生
活

な
ど
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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